


心.の 糧

不 安 定 そ して 目的

リチ ャ ー ド ・L・ エ バ ン ズ

「若者の直面する問題 という話の中

で，レバリング ・タイソンはこう語 っ

ている。 『ここ数年のうちにどのよう

なことが起 きるか，否，今か ら2，3

ヵ月のうちに何が起きるかさえ知って

いる者はひとりもいないだろう……。

従って私が思 うのは，まず この人生の

不安定な ことを事実として認めるだけ

の知性を持たねばならぬということで

ある。そのためには知性をできる限 り

高めて，あらゆる物事への適応性を増

すようにしなければならない。そうす

れば，いかなることが起 きようとも自

信をもって冷静に対処す ることができ

る……そのような人は，人の将来に指

針を与えてくれ る全能の神の知恵に不

信を抱 くことはないのである。」1私 た

ちが日頃ある程度まで目にし，しかも

それでいて逃れることのできない人生

の不安。それをそのまま受けとめて，

冷静沈着な心 と自信 とをもって突き進

む。天父の限りない慈悲と私たちを導

いて くれる力とを信 じなが ら。これこ

そ私たちの心に安 らぎと力とを与えて

くれる賢明な助言で億ないだろうか。

私たち人間が揺れ動 く不安の海に生き

ていることは否定で きな い事実であ

る。 しかしなが ら，あまりにも多 くの

人々が，あまりにもしばしば，この不

確 さや困難，また人生の隆路に遭遇し

て，必要以上に心を動揺させて しまう

のである。この不安定，不確かさに対

処する最 も確実な手だては，獅値ある

目的 を 定 め， それ に向 か って 適 進 す る

こ とで あ る。 セオ ドア ・T・マ ン ガ ー は

言 った 。 「確 実 で しっか り した 目的 が

な けれ ば成 功 は な い。 目的 の な い と こ

ろ に は何 も生 じな い の で あ る。 ま さに

目的 は， 品 性 ， 教 養 ， 地 位 ， そ の他 あ

らゆ る達 成 の基 とな る もの で あ る。」2

カ ー ライ ル の次 の言 葉 は 有 名 で あ

る。 「目的 を持 た な い人 間 は か じの な

い舟 の よ うな もの一 ま さに浮 浪者 で

あ り価 値 の な い者 で あ り， そ の 存 在 は

人 間 で あ って人 間 で は な い 。 目的 あ る

人 生 を送 ろ うで は な い か。そ して，神 が

与 え た も うた仕 事 に 全身 全 霊 を 打 ち込

も うで は な い か 。」3ウ イ リス ・R・ホイ

ッ トニ ー博 士 は こ う語 る。 「希 望 して

い る こ とが で きな い と言 って ， そ の理

由 を あ れ これ 並 べ た て る人 が い る。 だ

が 彼 らに 必 要 な の はた だ ひ とつ ， ど う

すればできるかを考えることだけであ

る。」4確 かに，困難や失意や無常は消

えないであろう。しかし，今ほど人間

の力が求められ，また主のために働 く

機会が豊富に備えられていた時代がか

つて存在しただろうか。私たちは，学

識を深 められるだけ深めると共に，で
し

.きる限り数多 くの事柄をなしとげ，前

進 しなければならない。そして私たち

のみならず，生命を与え生きる目的を

与えて くださった御方に対 して もます

ます有用で受け入れられる存在となる

ことができるように，努力 しなければ

ならないのである。
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回復 に と もな う

恵み
第一副管長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

この地上における神の教会，神の主国め会員であ'るごどば國

このうえもない幸せである6・かつて西 ヨー・ロヅパ伝道部を管 ・

理 していた頃，私はしばしばこのタうな質問を受け元Ω 「な

ぜあなたがヵは来るのですか，なぜ宣教師を派遣 して このキ

リスー"教函家たアyり%あ 宗教を教えようとするのですか。

私弛ちはナメリカ合衆国が存在する前か らクサスチ 糸ンだら

たのですよbど うしてキリス ト教国で菰 い国々や信仰を持 っ・

ていない人々のとこうへ行か尽いのです々)?」、、ま#ラ 々ラ≧

経について も反論 してきた。「私だちは聖書を持っています。

ですから，今の時代に神が啓示 された聖書以外の聖典なんて

信 じられないし，必要 もありません」と。

そこで私たちは，聖書そのものには，かつては神のみ言葉

だとされていた数多くの書 き物が含まれていないこと，そし

てそれらは福音の真理に関する知識を与え理解を深めるもの

であったに相違ないということを，疑問を抱 く人々に心か ら

の愛をもって申し述べたいと思う。聖書には背教の予言が載

っており，また神の目的を成就するために背教の後に回復が

必要なことを述べた予言も記されている。また私だちは聖書

の中に，聖典の研究家や新旧約聖書を説いている牧師 教師 、

でさえも理解することができない部分や不明瞭な部分が数多

くあることを指摘することができる。では， これか らそれ ら

聖書の予言について考えてみよう。 ，.∵ .
イザヤは末の日を指 して こう書いている。.「地はその住む

民の下に汚された。 これは彼 らが律法にそむき，儀式を変え，
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と こ しえ の契 約 を破 った か らだ 。」(欽 定 訳 イザ ヤ24：5)

ア モ ス も記 して い る。 「見 よ， わ た しが き きん を この 国 に

送 る 日が 粟 る， そ れ はパ ン の き き んで は な い， 水 に か わ くの

で もな い ， 主 の 言 葉 を 聞 く こと の き きん で あ る。 彼 らは海 か

ら海 へ さま よい 歩 き， 主 の言 葉 を求 めて ， こな た か な た へ は

せ ま わ る。 しか し これ を得 な い で あ ろ う。」(ア モス8：11，

12)

予言の成就 ∬'ほ ："一 ∵『

私たちが新旧約両聖書に見る背教と回復にかかわる予言が

成就 したごとは，歴史が証明している。黙示者 ヨハネは言っ

ている。 「わたしは， もうひとりの御使が中空を飛ぶのを見

た。彼は地}ど住む者， すなわち， あらゆる国民， 部族， 国

語，民族に宣べ伝えるために，永遠の福音をたずさえてきて，

大声で言 った， 「神をおそれ，神に栄光を帰せよ。神のさば

きの時がきたからである。天と地と海と水の源 とを造 られた

かたを，伏 し拝 め』。」(黙 示14：6，7)1

この聖句は，ジョセフ ・ス ミスを通 して行なわれた福音回

復の物語を聞いて初めて理解できる。天使がジョセフ ，ス ミ

スにモルモン経の記録を渡 したが・このモルモン経は之キ リ

ス トを証する新 しい証人であり，聖 書 の教 えと完全に一致

し，学者たちも認めるように，翻訳によらて損われたと思わ
舳れる多 くの箇所

，あるいはさらに進んだ知識と光がないため

・に完全に理解できなかった箇所を明らかにし，正しい形で示

して くれるのである。

n聖書

・ そこで私たちは，疑問を抱 く人タにy一私たちは文字通 り聖

書を受け入れ弓ものであると申レ上げたいg・たとえそれが他

に抜 きん出そいるものではないとして、も，，私たち!こは聖書を
て証す る聖 典が与えられているため

，世の多 くの人4よ りもそ

.・ぬ解 釈は文字通りであると言える。私たちは，聖書が真実な

_も 璽で あるζ・とを証明する・より確かな証拠を持 っている。

そこで私たちは，そのことを彼 らに確信 させ ることができる

と申し上げるととができる・すなわ掃 申雌 め神であり・昔

も今も神の子 らに関心を寄せておられ，御 自分の思いとみこ

ころを予言者を通 して，絶えず啓示 ざれるという こ と で あ

る。なぜなら， 「われ らは，すべて神のこれまでに啓示 した

まいしこと，すべて今啓示 したもうことを 信じジなお今より

後，神の王国につきて多 くの偉大にして重要なることを啓示

したもうことを信ず」(信 仰箇条第9条 〉とあるか らである。

神会

この末 日に与えられた最も重要な啓示といえば，それは父

，なる神 とその御子イエス ・キ リス トが，ひざまずいて 自分は

どの教会に加わるべきかと神の導きを求めて祈 り一を捧げてい
Fた少年

，ジョセフ ・ス ミスの前に現われ，御自身を明 らかに

されたことであろう。

この聖なる示現の中で，ジョセフは 「筆紙に尽 し難い輝 き

と栄光 とを有 ちたもう」ふたりの御方が自分の真上の空中に



立 ち た も うの を 見 た。 そ して ， そ の 中 の ひ と りが 仰 せ に な っ

た。 「ジ ョセ フ よ， こは わ が 愛 しな り， 彼 に聞 け 。」(ジ ョセ

ブ ・ス ミス2：17)ジ ョセ フは森 を 去 りつ つ ， 自分 が 生 き

て い る こと を知 って い るの と同 じ よ うに ，確 か に神 は生 きて

お られ る こと， イ エ ス は神 の御 子 で あ り，生 きて お られ る こ

と， そ して 人 は神 の形 に か た ど って造 られ た こ と， 神 は祈 り

に答 え た も う ことが わ か った。 この 証 は， ジ ョセ フが な す べ

く選 ばれ て い た業 に対 し備 え を す る うえ で 是 非 と も必 要 だ っ

た ので あ る。 一 一

と ζ ろで ， 世 は神 の属 性 に つ い て知 らな か った し理 解 も し

「神がかつては人の如

くあったこと，そして

神が今ある如 く人は神

のようになることがで

きる」

て い なか った。 そ して， 神 は宇 宙 に広 が る途 方 もな く広 大 な

エ ッセ ン ス で あ り， ま た人 の心 に も住 む ご く小 さな エ ッセ ン

ス で あ る と考 えて き た。 ま た， 神 とイ エ ス ・キ リス トは別 個

の 御 方 で あ る と い う こ と もわ か らな か った 。 しか し ジ ョセ フ

に与 え られ た この証 は， キ リス トが バ プ テス マを お 受 け にな

った と き， バ プ テ ス マ の ヨハ ネに与 え られ た 証 と同 じ もの で

あ った 。 そ の と き， 天 が 開 か れ ， 聖 霊 が は との よ う に下 り，

天 か ら神 の み 声 が あ った ので あ る。 こ う して ， 神 会 は 御 三方

で構 成 され て い る と い う教 義 が 明確 に され た。 ご
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回復にともなう恵み

救いの計画

まさしく古代の予言者が宣言 したと同様に，神は近代の啓

示を通 じて，私たちは神の霊の子供であり，地球創造の以前

に天において神 と共に住んでいたこと，また私たちは父なる

神のみもとに帰 るにふさわしいことを証明するため前世か ら

この地球に送 られたことを知 らせだもうたq

キ リス トは自ら， 「これわが業にしてわが栄光.す なわち

人に不死不滅 と永遠の生命とをもた らすなり」(モ ーセ1：

39)と 言われたように，人類の罪を瞭 うためこの地球に生を

受けられた。キ リス トの贈罪により全人類は死より復活する

が，福音の律法と儀式に従順である者のみが神と共に永遠の

生命を享受するのである。私たちは文字通 り復活，すなわち

肉体と霊とが再び相合することを信 じている。そして現世に

おける行ないに応 じて裁きを受ける。私たちには自由意志が

与えられている。従って私たちは自由意志を行使して義を選

び，神の教えと戒あを受け入れ，それに従 って生 きることが.

最 も大切なのであるq

神殿事業

福音の喜ばしい教えと真理の申で，世の人々にはおおよそ

理解されていないものがある。それは，私たち自身 と死んだ

先祖のたあの神鍍事業である。福音の知識な くして世を去っ

て行 った人々が福音を聞 く機会があり，信仰をもって受け入

れた人々と同じ救いの儀式にあずかる機会を神が備え られな「

かったと信 じることは，まった くもって理にかなわぬことで

ある。私たちは神から授けられた権能の下に，死者のだめの

身代わりの儀式を執行する唯一の民である。こうして神殿の

儀式を行なうことにより，私たちは死者のためにひとやの扉

を開放 し，彼 らが進歩して主の喜びに入れるように備えをす

るのである。

神殿め儀式を受けた経験のある方は，今もとこよにも家族

が結び固められること，またそこで交わした誓約を守 るとき.

天の王国で永遠の生命を得，繁栄するとい うことがどんなに

すば らしい特権であり，祝 福 で あ るかをよく御存知であろ

う。私たちは，神がかつては人の如 くあった こと，そして神

が今ある如 く人は神のようになることができる，と教え られ

ている。何と栄えある教えであろうか/し か しなが ら，そ

うなれるかどうかはみな，、私たちがイエス ・キリス トの福音

にどれだけ忠実に生きるかにかかっているのである。

聖典を調べなさい

私が これまでお話 してきた事柄に関 して，聖典の中からい

ぐつかあげてみて もよか ったのだが，それよりも，：あなたが

たが 自ら聖典を調べ;そ こか ら得 られ る胸躍 るような霊的経

験を身を もって味わって欲 しいと望んでいる。高価なる真珠

のジョセブ ・ス ミスの示現を読み，天使の訪れを受けたとき

のジョセフの気持に思いをはせ，深 く考えるときに，あなた

がたの証はさらに強められ，生活はより豊かなものとなるで

あろう。

聖書の天地創造の顯末を読み，そして次に，そのことにつ
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いてさらに詳 しく知るため高価なる真珠を読んでいただきた

いσあなたがたはそこにサタンの役割を知 り，その落 とし穴

か らあなたがたとあな#が たの子供たちを守るように警告を

受けるであろう。新約聖書のヨハネ伝の中で主が言われた，
「わた しにはまた， この囲いにいない他の羊がある。わた し

は彼 らをも導かねばならない。」(ヨ ハネ10：16)と い う聖句

か ら，主の意図されたことを学んでいただきたい。 このこと

については，モルモン経ニーファイ第三書に，キリス トがア

メリカ大陸のニーファイ人を訪問 したときの有様が感動的に

描写されている。

あなたがたの聖典に対する愛と神のしもべを愛 す る思 い

は，，あなたがたが旧約聖書のアブラハムの息子イサクに対す

る愛の物語をはじめとして，兄弟によってエジプ トに売 られ

たヨセフが，「主に従順であることにより彼の家族 を 救 った

話，またモーセ，サムエル，ダビデ，ヨナタンの物語，ソロモ

ンの卓越 した知恵にっいての知識に慣れ親しむときに，強め

られるであろう。また，新約聖書にある偉大な教師，救い主

であるイエズ ・キリス トと歩みを共にする特権にあずかった

人々の経験を読むときに，あなたがたは霊感を受け，より一

層高尚な生活へと導かれ るであろう。また，主がアメリカ大

陸の古代住民に示されたみ業を伝えるモルモン経ほど美 しく

感動的なものはない。 この記録による乏，初めてこの地に渡

った民は，エルサレムの崩壊が近いことを主か ら警告されて

やって来たのであった。
「この世にイエス ・キリス トの教会を再び創立する準備の

たあに…・…・・，また後にはその通りに組織せ られた教会の行

くべき方向を知 らせ るために」与え られた近代の啓示の書，
「教義と聖約」に精通 されるように。

証

私は今 日ζこで， とれ ま で お話してきた事柄が真実であ

り，.神は確かに生 きてお られ，イエス ・キリス トは神の御子

であり，私たちが不死不滅 と永遠の生命を得 られるように降

誕 し，死を受け，復活されたζとを誕申し上げる。またこの

末の日に，神の予言者ジ、ヨセフ ・・スミスによって福音が回復

されたζと，ζの教会は古代の教会に在ったと同一の組織を

もつイエス ・キ リス トの教会であること，神は今 日も神あ代

弁者，予言者であるハロル ド・B・ リ幽大管長を通 じて， こ

の地上におけるイエス ・キリス トの教会のみ業を導いておら

れることを証申し上げる。

願わ くは，私たちみなが今日の予言者の警告を心に留め，

忠実な人々に約束 された祝福にふさわしく生活するだけの理

解力と勇気と強さと希望と決断力を持てるように。そうする

ならば，私たちは， 「良い忠実な僕よ，よくやった」(マ タ

・f25：21)と の言葉を受けることができるであろう。以上の

ことをイエス ・キリ'ストのみ名により，へりくだりお祈 り申

し上げる。アーメン。

1973年8月26日 ， ミュ ンヘ ン地 域 総 大 会 に お け る説 教 ・



「賛 成 の

方 は

ア ル マ ・P・ バ ー トン

」

.「賛成の方は，挙手をしてその意を

表わして下 さい。」 ほとんどの末日聖

徒はこの言葉を耳にしたことがあるは

ずである。聖餐会では，ほとんど毎週

のように， ワー ド部の新 しい役員や教

師に対 して支持の挙手をする機会があ

る。 これはワー ド部やステーキ部の集

会であれ総大会であれ，ごくありきた

りの決まりきった行為と受け取 られが

ちであるが，実は全 く神聖で重要な出

来事なのである。

しかしなが ら多 くの人々は，教会員

によって行なわれるこの全会一致の原

則の真の意味を見落としている。

1830年 は教会が組織された年である

が，この年の7月 ，主は教会の指導者

な らびに会員に対 して全会一致の原則

を教え られた。次にあげるのがその啓

示の言葉である。
「すべてのことは，大いなる祈 りと

信仰 とによりて，各教会各々の全体一

致によりて為されざるべか らず。・そは

汝 ら何事 もす飛て信仰によりて受くべ

ければなり。」(教義 と聖約26：2)

同年9月 ，主は同じ全会一致の原則、

を再度強調 された。
「そは，すべての事は秩序正 しくな

されざるべか らず，而 して信仰深 き祈

りにより，教会員総体の承諾によりて

なされざるべか らず。」(教義 と聖約28

：13)

また主はジョセフ ・ス ミスに，教会

の管理定員会における決議は満場一致

を旨とすること，また各会員の賛成の

意志が表明されなければならないこと

を教えている。(教義 と聖約107：27参

照)ま た決議するときのことについ

て，次のような勧告 も与えられた。

「…決議は，全 くの正義，神聖，謙遜

柔和，堅忍，信仰，善徳，知識，節制

忍耐，敬慶，同情，仁愛などによりて

為されざるべからず。」(教 義 と聖 約

107：30)教 会の管理定員会ならびに

評議会は，審議に関して，世間一般の

やり方で行なう他の組織や団体 とは趣

を異にしている。 この相違については

次のように説明されている。
「……教会の評議会においては，す

べて満場一致により決議される。世間

では過半数が会を圧倒 し，少数派の意

見は退けられる。 しか し教会の評議会

においては満場一致が可能である。な

ぜ な ら，自己の利益を考えて 自分の意

見を是が非でも通そうとする人がいな

いか らである。そのような教会の集ま

りでは，主のみたまが満ちみちるとき

にすべてのことがなされる。まさしく

『全 くの正義，神聖，謙i遜，柔和，堅

忍，信仰，善徳 知識 節制，忍耐，

敬慶，同情，仁愛』によってなされる

のである。会員一人一人が，審議に付

されたあらゆる事柄について， 自己の

見解を上に述べた数々の必要な資質に
一致させ，私心を取 り除 く。 このよう

にして一致が保たれるのである。 これ

らの評議会では各会員が 自由に意見を

出 し合う。 しか し一度多数派の意見の

採択が確認されると，少数派はその意

見を喜んで支持するのである。なぜな

ら採択される意見は常に真理に基づ く

ものであり，まさしくこの 評 議 会 は

『人々の声は神の声なり』という絶対

的真理を具現する会だからである。」

(Doo'7勿 θ伽4Co"8%侃'sCo勉 〃¢侃一

如7ッ 「教義と聖約注解」 〔英文〕P，

701)

聖徒は指導者を信 じ，あらゆる提議

に対 して満場一致で賛意を表わす こと

ができる。それは，提議され会員の支

持に付される事項は，すべてあらかじ

め主の賛意を得たものだか らである。

スティーブン ・：L・リチャーズ副管

長 は 「教会では満場一致の考え方を受

け入れ，突 際に行なっている。なぜな

らそれは義の原則に基づいているか ら

である」と述べた。彼の言葉をもう少

し引用しよう。

「このことが個人の思想や表現の自

由を くつがえすものであり，個人の気

持は指導者の解釈のなすがままになっ

ていると考える人 が い るか もしれな

い。 しか し私は， このみ業の特質や真

の精神を一度獲得するならば強制 とい

う感はあとかたもなく消え失せてしま

うと申し上げたい。私たちの満場一致

の思想および行為は，だれかが想像す

るような強制 とか拘束 とかいったもの

から生 じたものではない。それは義の

原則に基づいた普遍の同意，天父のみ

たまの働 きに対する共通の答えか ら来

るものなのである。懸念する点はひと

つしかない。それはみ業の創始者であ

る神を冒とくすることだけである。」

(Coπ形7θ%cθRのoγ'「大会報告」

1938年10月 ， 〔英文〕P.116)

教会を管理する幹部の人々は，従順

が信仰を基とし，祈 りに満ちた慎重な

考慮の末に導き出されることを切望 し

ている。ジョセブ ・F・ ス ミス大管長

は，指導者が私たちに勧告を与えると

きにはその勧告に従わなければな らな

いが，それは理解に基づいた従順でな

ければな らないと述べた。
「…指導者が，これに従いなさい，あ

そこに行きなさいと語るとき，また私

たちを召すとき，私たちは指導者に従

わなければな らない。 しか しそれは奴

隷の従属とは異なる。あたかも道具の

ように盲 目的に従うのは良 くない。い

かなる末 日聖徒 もそのように振 る舞 う

べきではない。福音を奉 じてきた人で

このような行動を取 った人はだれもい

ない。そうではな く，自分でよく理解で

きるようになるまで，神のしもべの勧

告に喜んで耳を傾けようとしてきため

である。従ってむずか しいのは末日聖

徒に正しいことを行なわせることでは

ない。正 しいことを理解させることな

のである。」(∫0勿7παZOゾ1)ゴ∫CO%7Sθ

「説教集」第12集 ，P.329)

この年 しいことの把握 と い う問題

は，幹部の兄弟たちの思いを常に最初

に捕える ものである。従順 とは，提示
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された問題に対する正しい理解か ら派

生 したものでなければな らない。

教会員は，信仰と祈りにより，教会

指導者が支持を求めて執行するビジネ

ス，教える原則，また提議する人々が

正 しいものであることを 自

らの力で知るのである。エ

ラスタス ・スノー長老は，

自らの力で知ることは私た

ちの義務であると主張 した。彼

は，指導者は神のみこころを人に

示すのであり，それを主のみたま

により確認するのは人の側の責任

であると述べている。
「私は若い兄弟姉妹に，そしてあ

らゆる人々に， しか し特にイスラエ

ルの若人である子供 た ち に話 した

い。 この民の指導者は自分の考えを話

す ことはしないのである。彼 らが人々

の心に感銘を与えようと努力 している

事柄は主か ら来るものであり，彼 ら自

身か ら来るものではない。末 日聖徒は

人間を礼拝するために地上のいろいろ

な国か ら集められ， この山あいの盆地

に導かれて来たのでもなければ，人間

の奴隷 として仕えるために来たのでも

ない。よしんばそのような考えや気持

を抱 く者がいるとしたら，相手を間違

えたと言えるだろう。 ここに集まった

人々は，そのようなことをする人では

ない。私たちが教える信仰は，一人
一人が自らに対 して責任を持つよ

うに求める。人は自ら選び行なう

という点で自由であり，その信

仰 と行ないについて神の前 に

責任を持つことになるのであ

る。」(「説教集」第24巻 ，

P.158)

問題の是非を知 る義務が

個人に委ね られたという

ことは，個人が受

諾か拒絶かを判断

しなければなら

ない立場に置か

れたことを

意味する。そして一度判断を下せば，

それに対する責任は自分が負わなけれ

ばならない。すなわち，もし判断を誤

れば，その結果生 じる苦しみに甘ん じ

なければならないので あ る。な ぜ な

ら了主の教会における責任ある地位に

召された人に対 して反対の立場を表明

したのであるから。

教会における賛成支持は各会員にと

って個人的な問題でぢる。 自らの力で

真理を悟 った人にとって，従順は全 く

自発的なものとなる。末 日聖徒イエス
・キリス ト教会には強制や威圧の要素

は全 く存在 しないのである。各会員が

自らの意志で挙手をしながらも全会一

致が見 られるのは事実である。モルモ

ン教徒は指導者に盲従はしない。理性

を働かせて従 う。なぜなら指導者は全

員に神のみ言葉を伝え，各会員一人一

人には，主が啓示により理解を与えて

下さるからである。

チャールズ ・W・ ペンローズ副管長

は，教会での全会一致の原則にはさら

に別の理由があることを指摘した。彼

の説明はこうである。

「私たちは幹部を予言者，聖見者，

啓示を受ける者 として支持する。ある

人が次のように言 った。 『私たちは彼

らをそのように支持する必要はどこに

も見いだせない。だか ら私たちが挙手

をする場合，それは彼 らを予言者，聖

見者.啓 示を受ける者として認めたこ

とにはな らない。』 ζれはある程度ま

で正 しいと言える。 しかし，私たちが

通常の方法で幹部を支持するというこ

とは，神に対 して，また死すべき肉体を

持つ幹部へ幕のかなたから働 きかける

軍勢に対 して，私たちの心を明らかに

することにほかならない。すなわち，

より大きな力を持つ天の軍勢が，幹部

としての任にある兄弟たちを，神のみ

こころを伝えるに足る者と判断して与

えた啓示については，いかなるもので

あろうとも喜んで受け入れる というζ

とである。私たちには聖書，モ々モシ

経，教義と聖約などを通 して もたらさ
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｢逸話集,近 代の使徒の生涯よ り｣

※ レオ ソ･R･ハ ー トシ ョ ー ソ編｢逸 話 集,近 代 の使 徒

の生 涯 よ り｣1(Eκ6θ ρ'勿%αZ5'07泥 εF/0勉 晒 θ 五勿θ3

0/o解 且ρo舘1θ5)ソ ル トレ ー ク シ テ ィー,デ ゼ レ ト

出版 社,1973年,許 可 を 得 て 転 載 。

ア ン ソ ン･H･ラ ン ド副 管 長

略歴

アンソ ン･H･ラ ン ドは1844年5月14日,

デ ンマー クの アー ルブル グで誕生。父 は軍

人,母 は若 くして亡 くな り,ア ンソ ンは祖

母 に育て られた。

祖母が1853年 に,ア ンソ ンは1856年5月

15日 にバ プテスマを受 ける。1862年,デ ン

マー クか ら ユ タ へ 移住。 合衆 国へ の航海

申,船 医 に任ぜ られる。71日 間にわたる旅

を終 え,1862年9月23日,ソ ル トレー クに

到着。

1870年,監 督 の令嬢 サ ラ･ア ン･ピ ー タ

ー セ ンと結婚
。9人 の子供 はそれぞれに非

常 な成功 を収め る。 ア ンソンは教 会や地 域

社会 のみな らず,家 庭 において も深 く愛 さ

れ,:尊 敬 された。

1874年,ユ タ中部 のサ ンペテで高 等評議

員 を務め る。1877年 にはステーキ部書 記 も

兼任。1878年 にはさ らに 日曜学校 管理 会長

となる。

彼 は伝道部長 として故 国デ ンマー クへ渡

った。2年3カ 月 の後 ユ タへ帰 る と,準 州

議 会議員 に2選 さ れ る。 また職 に在任中

は,ユ タ州立農業大学 の設置 に貢献 した。

1888年,ウ ェルズ神殿 長の もとで マンタ

イ神殿 の副神殿長 となる。1889年 使徒 とな

り,1891年,マ ンタイ神 殿長 となる。

1893年 か ら1899年 まで,ヨ ー ロッパ伝 道

部 を管理す る。

1897年,F･F･ヒ ンツェと共 に東 洋を

訪れ,ト ルコ伝道部を再 開。

灘

1899年,教 会歴 史 記 録 者 とな る。1919年

ま で 日曜 学校 管理 会 長 を務 め る。1910年,

ジ ョセ ブ･F･ス ミス 大 管 長 の 第 二 副 管 長

に 支持 さ れ る 。 ヒー バ ー･J･グ ラン ト大

管 長 の第 一 副 管 長 と して も働 く。

1911年,ソ ル トレー ク神 殿 の 神 殿 長 代 理

とな る。1918年,ソ ル トレー ク神 殿 神 殿 長

に任 命 され る 。

1921年i3月2日,ソ ル トレー ク シテ ィー

で 死 去 。

｢聖書が読 めるん だ
,

なんてす ば らしい

日だ ろう｣

アンソン･H･ラ ンドはわずか4歳

で私立学校に入れ られ,読 み書 き算術

などの初歩を修得 し,7歳 になるとア

ールブルグ市の公立学校に入学した。

その勉強ぶ りと才能は,2学 年を飛び

越えて進級 した こ と に歴然 としてい

る。また,学 校の教科課程卒業の準備

の時期に,英 語の個入教授を受け,ド

イツ語やフランス語 も勉強 していた。

11歳 の時には学校の首席になった。 ラ

ン ド兄弟は幼ない頃から,神 のみ言葉

を学びたいという望みを持 っていた。

祖母の家には叔父所有の聖書があった

が,大 事な本を汚 したり傷つけたりし

てはと,さ わるのを叔父に禁 じられて

いた。 しか し祖母から,読 書するとき

は途中でやめず読み通すように言われ

ていたので,ア ンソンはその言葉に勇

気をふるって,初 めはまった くの白紙

か ら,や がてその神聖な書物の中の主

な出来事を覚えてしまうほ ど に な っ

＼
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い。 あ る と き彼 は,rあ る場 所 へ 集 会 の

手 助 け に行 く約束 を した 。 彼 は激 しい

雪 嵐 の 中 を16キ ロ も歩 い て,そ こ に到

着 した。 着 い た 時 に は家 が 人 で 埋 ま っ

て い て,ま だ 長 老 た ち は来 て い な か っ

た。 彼 が 人 々 に 混 じ って 腰 を か け る

と,｢き ょうは｢モ ル モ ン｣に い っ

ぱ い 食 わ され た ぞ｣と い う声 が 聞 こえ

た 。 時 刻 は 来 て い る の に 自分 の ほ か に

は だれ も来 そ うに な い の を 見 て と る

と,ラ ン ド兄 弟 は立 ち上 が り,話 を聞

い て くれ る よ う に と,穏 や か に頼 ん だ 。

人 々は いか に驚 い て 少 年 を見 つ め た こ

とか 。 しか し会 衆 は,針 が 落 ちて も聞

こ え る ほ ど,し 一 ん と静 ま りか え った 。

集 会 が 終 わ る と,だ れ もが ラ ン ド兄 弟

の ど こ ろへ 行 き,握 手 を して 感 謝 を述

べ た 。 その 場 の 何 人 か は それ か ら教 会

に 加 わ り,シ オ ンに移 住 した。

L行 の医師 に
､

ラン ド兄弟は16歳 で長老 に 聖 任 さ

れ,ア ールブルグ支部の支部長および

他の5支 部の巡回長老に任命 された。

それは当時,実 に責任ある役職で,支部

は大きく,常に心 くばりを必要とした。

ラン ド長老は1862年 まで 伝道を続

け,そ の年に18歳でユタに移住 した。

ベンジャ ミン･フ ランクリン号で,ド イ

ツのハンブルグを発 ったのだが,船 が

まだ港に停泊中,ハ シカが船内にはや

り出し,子 供の間で猛威をふるった。

船 に医師はおらず,船 長が 船外の 医

師と連絡 して病人に薬 とぶどう酒を与

えるだけだった。C･A･マ ドセン監督

はそのことを聖徒たちに発表し,投 票

でランド兄弟が一行の医師に指名され

た。薬箱 と病気一般の治療法を書いた

本が彼に手渡 された。ラン ド兄弟は本

をよく勉強 し,務めを立派に果たして,

乗組員や船客の信頼を集めた。いつ も

引っぱりだこで,時 々は足 りない休息

と睡眠を取 り戻すのに,ど こかに隠れ

なければならないありさまだった。医

師が能力ではな く投票で免状を受けた

のはかなり異例なことだった。

｢ア ン ソ ン･H･ラ ン ドの 名
』

き ょ う私 ※は,ア ン ソ ン･H･ラ ン

ド副 管 長 が これ ま で 尽 くして こ られ た

す ば ら しい貢 献 を哀 心 か らほ め た た え

る次 第 で あ りま す。 故 人 と私 との 友 交

は,こ の世 の人 間 に と って 最 大 限 の 親

密 を極 め た もの で あ った と信 じて 疑 い

ませ ん。 ラ ン ド副 管長 は ウ ィ.ルフ ォ ー

ド･ウ ッ ドラフ,ジ ョー ジ･Qbキ ャ

ノ ン,ジ ョセ ブ･F･ス ミス の諸 氏 が

大 管 長 会 に支 持 され た 当時,十 二 使 徒

評 議 員 会 に入 って こ られ ま した。 残 り

の9人 の 使 徒 と使 徒 補 助 の ダ ニ エル･

H･ウ ェ ルズ 長 老 が,大 管 長 会 に選 出

され て 空 席 に な った3人 の後 任 を,紙

片 に書 いて 大 管 長 会 に提 出 す るよ うに

言 わ れ た と き,互 い に何 の相 談 もな か

った と い うの に10人 が10人 と も,ア ン

ソ ン･H･ラ ン ドの名 を あ げ た の で し

た 。 そ の 日か ら今 日ま で,ラ ン ド長 老

の 公 私 に わ た る仕 事 上,一 個 の末 日聖

徒 と して,ま た召 さ れ た主 イ エ ス･キ

リス トの弟 子,使 徒 と して,い さ さか

で もふ さ わ し くな い言 動 は ひ とつ た り

と も見 られ ませ ん で した。 私 が 日本 滞

在 中 に ロ レ ンゾ･ス ノー大 管長 が逝 去

し ま したが,そ の 時私 は 同僚 た ち に言

っ た も の です 。｢も し仮 りに ジ ョセ ブ

･F･ス ミス大 管 長 が 副 管長 に
,最 も

賢 明 で博 識 で分 別 の あ る人 を選 ぶ と し

て,最 も豊 富 な知 識 とす ば ら しい記 憶

力 を持 った,副 管 長 に選 ば れ そ うな 十

二 使 徒 は だれ か とい え ば,ア ン ソ ン･

H･ラ ン ドだ と思 う｣と 。 ラ ン ド兄 弟

が 選 ばれ た と い う知 らせ を 受 け取 って

私 が 喜 ん だ こと は言 うま で もあ りませ

ん 。

※ ラソド副管長の葬儀にあたって,末 日聖徒
イエス･キ リス ト教会第七代大管長ヒーパ
ー･J･グ ラソトの追悼の辞

刷
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私たちを取 り巻 く世界は， この世で

起 こることはいずれもみな大体同じで

あるという気軽な考 えで固められてい

る。私たちはみなこのような世界で育

ってきた。今 日地上で作用している諸

々の力は，同じ調子，強度で，さらに

同じ結果を生みながら，過去のいかな

る時代にも作用したし，今後も永久に

作用 していくから，未来に待ち受けて

いるものは，過去にあったこととほぼ

同じであるというのである。次のよう

な世界，すなわち，進化の過程が，わ

き道にそれず，信頼できる道を，確実

に，目に見えない速度でおだやかに進

むように， しかも十分将来の姿を予測

し得るのとちょうど同じように，科学

のよく行き届いた目に見守 られ，すべ

てが制御された世界 というものがあれ

ば，そこには驚きの原因となるものは

何 もないであろう。

そのような世界では，人は神に頼 っ

て慰安を求める必要はないように思わ

れる。実際的で，迷信を排除す る科学

の手法は，すべての幼稚な恐怖を消滅

させて しまった。過去における劇的な

説明のつかない事件，そして未来に起

こると予言 されている，同様に不思議

な解釈不能の事柄は，現在神話 とか幻

想とか呼ばれている。

ところが，ごく最近の科学者の声は

驚きに満 ちている。彼 らが今 日の情勢

を予測 したのは遠い昔ではなくつい最

近のことであった。ところが，その予

測 とは裏は らに，現在目撃 しているこ

とはこれまで目にしてきた ことと全 く

異なっているのである。彼 らは今，全

然期待 してなかった，考えの中に入 っ

ていなかったものを見ている。1

ジョセフ ・ス ミスも，予言者として

過去 と未来を見，その双方の世界像を

携えて登場 した。するとそれに接 した

当時のひとりよがりな悦に入っていた

人々舛激 しく動揺 し，激怒したのであ

った。ジョセフ ・ス ミスは，独 自の過

去の姿を，最 も大胆な方法で，言い換

えれば，古代に起源を発 し 「みたまに

謎

文 字 の 起

ヒ ュ ー ・ ニ ブ レ ー

源

.沼『噌

灘灘1灘
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鞠麟熱

鑛躍職

擢

難

よ って 」 内容 を示 さ れ た数 冊 の書 物 の

形 で 提 示 した の で あ った。 しか し，彼

が 述 べ た過 去 と未 来 の姿 は， 決 して神

秘 的 な形 で 伝 え られ た の で は な か っ

た 。 … ジ ョセ ブ ・ス ミス が語 った物 語

は， 書 物 の中 に， す な わ ち現 在 に至 る

ま で 存 在 す る と考 え られ て い る， あ る

い はそ の 存 在 の違 うか た な き痕 跡 を後

世 に残 して い る古 代 の書 物 の中 に記 さ

れ て い るの で あ る。

'ジ
ョセ フ ・フ ィール デ ィン グ ・ス ミ
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ス大 管 長 は， 次 の よ うに書 い て い る。

「末 日聖 徒 は， 福 音 の 回復 に よ って主

の み言 葉 が 明 らか に され て い る の で，

二 重 の意 味 で祝 福 さ れ て い る。 私 た ち

に は， … … ニ ー フ ァイ人 と ジ ェ レ ド人

の 記 録 が 与 え られ て い る。 主 は は じめ

に ア ダ ム， エ ノ ク， ア ブ ラハ ムに啓 示

され た多 くの こ とを 回復 した も うた。

… … 教 会 員 が 記 録 に書 か れ て い る こ と

を 読 み ， 勉 強 し， 学 ぶ特 権 を利 用 しな

い と き に は， 責 め られ るの で あ る。」2

④
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ジ ョセ ブ ・ス ミス の時 代 に は， 古 代

の写 本 は全 く知 られ て い なか っ た。 こ

の こ と に気 づ い て い る人 は， あ ま りい

な い。 エ ジ プ トの 文 字 も バ ビ ロ ニ ヤ の

文 字 も， 判 読 で きて い なか っ た.最 も

古 い文 書 は， ギ リシ ャ語 の古 典 と ラテ

ン語 の古 典 で ， しか も ビザ ン チ ン時 代

以 降 の中 世 の不 良 な写 本で あ っ た。 最

古 のヘ ブル 語 の 聖 書 は，9世 紀 に書 か

れ たべ ン ・ ア シ ェル の コ ーデ ック ス

(折 っ た紙 葉 を 重 ねて 折 り目 をつ づ っ

た形 。 今 日 の書 物 の装 丁 に似 て い る。

〔訳 者 注〕)で あ った 。と こ ろが，今 日4

千 年 以 上 も 前 の文 書 が 非 常 に数 多 く現

われ て い る。 しか も， た だ 内容 だ け で

な く， 実 際 に書 い た待 代 が 文 明 の黎 明

に届 く もので あ る。5千 年 の塵 も簡 単

に払 い の け る こ とが で き る。 冒 じよ う

に ，6千 年 前 の遺 跡 も簡 単 に発 堀 す る

こ とが で き る。 発 堀 した とき に は， ど

ん な 文書 が 出て くる の だ ろ うか。3つ

の主 要 な点 に つ いて 考 察 して み よ う。

(1)人類 の最 古 の記 録 に つ い て ， ジ ョセ

ブ ・ス ミスが 述 べ た 言葉 か らど ん な こ

とが推 論 で き る だ ろ うか。 ②古 代 の人

々 は ， これ らの記 録 に つ い て何 と言 っ

て い るだ ろ うか。(3)記 録 の現 状 か ら何

が わ か るだ ろ うか。

ま ず ， ジ ョセ フ ・ス ミス の言 う こ と
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が 正 し けれ ば ， 記 録 は人 類 の歴 史 が 始

ま る と同 時 に書 か れ た こと に な る。 な

ぜ な ら， ジ ョセ ブ ・ス ミス は， 「こ こ

に一 部 の 覚 え の書 誌 さ る， そ の中 に誌

す と こ ろ は， ア ダ ム の言 葉 にて な り」

.(モ ー セ6：5)と 言 って い るか らで

あ る 。3で は古 代 の 人 は こ の こと に つ

い て 何 と言 って い る だ ろ うか 。 意 外 な

こ と に， 非 常 に多 くの こ と を述 べ て い

る。 こ こで は ほん の 数 例 しか 引 用 す る

こ とが で き な い。 古 代 の人 の言 うと こ

ろ に よれ ば ， あ る王 は神 聖 な書 物 に接

す る こ とが で き， 世 界 の創 造 の と き に

は この 書 物 を ひ も と い た と い う。 最 も

初 期 の あ るパ ロ は， こ う言 って い る。

「私 は， 何 が 存 在 し， も と も と なか っ

た どん な もの を もた ら したか を告 げて

い る 神の 書 の 書 記 で あ る 。」4そ れ よ り

後 期 に属 す るが ， それ で も古 代(第13

王 朝)の パ ロ は， こ う回 顧 して い る。

「私 の 心 は， ア トゥム の最 古 の書 物 を

見 た い と慕 い こが れ て い る。 そ の書 を

開 けて ，す み か らす み ま で 一 心 に 調 べ ，

祥 を 実 際 の あ るが ま まに 知 りた い 。」5

エ ドブの 偉 大 な福 殿 に あ る古 代 の図 書

館 を見 れ ば， そ の ま ぐさ(入 口 の上 の

横 木)に は， 地 に下 って くる天 の書 を

賛 美 して ひ ざ まず い て い る ふ た りの人

物 が 浮 彫 り細 工 で 描 か れ て い る。 ふ た

りの 頭 上 に書 かれ た象 形 文字 は ， ふ た

りが サ イ とフ ウ6で あ る こ とを示 して

い る。 これ は， 世 界 を創 造 した神 の声

(言 葉)で あ る。7エ ジ プ トで は， 新

しい神 殿 の基 礎 を築 く と き，天 上 の書

に書 か れ た指 示 に従 わ な け れ ば な らな

か った 。 と い うの は， 基 礎 を築 く とい

うこ と は， 地 球 の創 造 を象 徴 し，劇 化

した もの に ほか な らな か った か らで あ

る 。8

で は次 に，古 文書 の 実 際 の 状 態 は ，何

を 示 して い るだ ろ うか。 す べ て の事 物

は 徐 々 に， ゆ っ く り現 在 の姿 を と るよ

う にな って きた と考 え られ て い るが ，

も し文 字 もそ うで あ った とす るな ら，

人 類 が 書 く ことを 覚 え よ う とた どた ど

し く歩 ん だ 足 跡 が ， 膨 大 な量 の遺 跡 は

ど こ に も見 当 た らな い。 事 実， 書 く と

い うこ との 本 質 に は， 遅 く徐 々 に一 歩

ず つ 進 む 進 化 の 過 程 は存 在 しな か った

の で あ る。 ど の よ うな過 程 を経 た の か

理 解 で き よ う とで きま い と， ひ とた び

この こ とが わか れ ば， 文 字 の神 秘 の全

貌 が 明 らか に な る。 す べ て の証 拠 が ，

実 際 そ の と お りで あ った こ とを示 して

い る。 「突 如 と して ， …王 朝 以 前 の墓

に， 文 字 が 現 われ る ので あ る。 … しか

もそ の背 後 にか な り長 い， 進 歩 の期 間

が あ った よ うに見 受 け られ る。 … そ れ
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は，絵文字の段階をはるかに越えた文

字である。…」 エンゲルバ ッハはこう

書いている。9

ここでエ ンゲルバ ッハが言 ってい

る，長;期にわたる進歩の過程 も，原始的

な絵文字の存在 も推論である。なぜな

ら，そのいずれを証明する証拠 もない

からである。 もし文字がエジプ トで進

化 したとしたなら， カパートによれば

その過程は，「ほんの数十年で」，その後

文字を書 く技術は 「何千年 も」変わ ら

ずそのまま残 っていたことになる。10

ひとつの民がほとんど一夜にしてあ

る文字体系を作 りあげ，その後何の進

歩 も見せないこの進化過程は，少し奇

異に感 じられる。 もっと不思議なこと

には，非常に有名な王朝前の粘土のパ

レットに，文字の極めて初歩的な段階

、を暗示する不明瞭な痕跡があるが，同

時に，エジプ トの書記が使 う古風なイ

ンキつぼをふたつ携えた従 者 の あ と

を，王(ナ ルメル)が歩いている姿がは

っきり描かれているのである。エジプ

トの第一王朝の墓は，「発達 した文語を

持ち，パ ピルスを準備す る知識を持ち

合わせていた ことを示 している…。」11

第一王朝時代のつぼについている札や

ラベルに刻んだ文字は，ぞんざいで簡

単なため，原始的な文字であると解釈

されることが多い。 しか し， これらの

文字がぞんざいで簡単なのは，つぼに

番号をふるほどの意味 しかなかったた

めであり，それ以上のつ もりもな く，¶

決 して文学的な作品を記 したものでは

なかったか らである。 しか し実際には

S・ ショットが指摘するように， 「複

雑な草書で書かれていた。」12それは，

象形文字が約紀元前3千 年に突然エジ

プ トの発明として，世界に登場す るけ

れども， 「同 じ象形文字の続け書 き文

字 である草書体文字 も，同じくらい古

くか ら」使われていたことか ら説明が

つく。13

以上の事実 はいずれ も，エジプ トの

文字が進化 したとい う，頑固に支持 さ

れている学説にまっこうか ら対立す る

もの で あ る。 しか し， そ の ほか の 世 界

で は ど うだ ろ うか 。 ど こを 見 て も最 古

の 文字：は ， エ ジ プ ト語 と何 らか の 関 係

が あ って ， 同様 に突 然 出現 して お り，

実 体 は謎 を秘 あ ℃ い る。

フ ラ ン ク フ ォ ー トは 次 の よ う に書 い

て い る。 「(エ ジプ トの)第 一王 朝 の

初 め に ，何 の前 ぶ れ もな く現 わ れ た 文

字 は， 決 して原 始 的 な もの で は な か っ

た。事 実 ，こ の文 字 は，… メ ソ ポ タ ミア

で 完 成 の域 に到 達 して い た の と全 く同

じ… …完 全 な構造 を持 って い た。 一 エ

ジ プ トとメ ソポ タ ミア の文 字 体 系 の 間

に何 の関 係 もな か った と言 う こ とは ，

エ ジ プ トが メ ソ ポ タ ミアか ら美術 ， 建

築 術 の面 で影 響 を受 け た そ の 瞬 間 に ，

全 く独 自に複 雑 な， 非 常 に首 尾 一 貫 し

た ひ とつ の体 系 を発 明 した とい うの に

等 しい。 メ ソポ タ ミア で はす で に全 く

同 様 の体 系 が で きあが って い た の だ っ

た 。…」14こ のふ たつ の体 系 は， 相 互 の

間 に関 係 が あ る だ け で な く， ヒッ タイ

ト， 初 期 の イ ン ド15，エ ラム の文 字16

は もち ろん ， 初 期 の中 国 の文 字17と も

深 い 関 係 が あ る。P・ モ ー デ ルに よ れ

ば ， ヘ ブル 語 の アル フ ァベ ッ トは， エ

ジ プ トの線 書 き文 字 体 系 と関 係 が あ る

とい う。 この文 字 は， モ ーデ ル の言 葉

を 借 りれ ば， 「ま だ象 形 文 字 が 知 られ

て い な い頃 発 達 し， そ の後 不 思 議 な生

命 力 を もって 存 続 し， 決 して 吸 収 され

て しま う こ と も，.捨て 去 られ て しま う

ごと もなか った18」 本 当 の アル フ ァベ

ッ トで あ った。 これ が ， 象 形 文 字 よ り

も古 く19， 紀 元 前2千 年 に突 然 近 東 全

体 に広 ま った と言 われ て い る不 思 議 な

先 史 時 代 の 「地 中 海 の」 アル フ ァベ ッ

トで あ る。

アル フ ァベ ッ トは， 奇 跡 中 の奇 跡 で

あ り， あ らゆ る発 明 の 中 で も最 大 の発

明 で あ る と， 多 くの学 者 が指 摘 して い

る。 ま た， アル フ ァベ ッ トは， 一 時 に

あ る所 で 発 明 され た と しか考 え られ な

い， しか もひ と りの人 が 発 明 した に ち

が い な い とい う点 で， 意 見 が一 致 して

い る。 さ らに エ ジプ トあ るい は西 部 セ

ム民族の中で発生 したという説でも意

見の一致をみている。

進化の仮説に続いて，他の著名な学

者は，原始人が稚拙な絵を描いて単純

な考えを記録 した過程を取 りあげて説

明している。彼 らの学説によれば，人

は全地で遅々とした，しかし確実な進

歩の道をたどって，ついには絵からア

ルファベット文字に到達 したことにな

る。 しかし，：本当にそのとおりのこと

が起 こっていたのなら，文字の進化の

痕跡が，いたるところに発見されてし

かるべ きである。人が何千年もかかっ

てアルファベットを発明するにいたる

まで，たどたどしい進歩の道をたどっ

たことが，数多くのひっかききずを残

した骨や岩でわかることだろう。 しか

し，書 こうとする試みを示すおびただ

しい遺物は，全 く存在 しない。一部の

学者が掲げている，文字は進化 したと

いう学説を支持する証拠は，全 く存在

しない。
卿アル

ファベ ットは絵文字から進化 し

たと信 じている人でさえ，次のことを

認あている。すなわち， 「この進化の

最終段階は，世界のほんの数箇所で達

成された。文字の体系はごくわずかし

かなく，その起源は，時 ・所 とも非常

に近接 してい，るので，お互いに独立 し

て発達 したことを証明するのは全 く困

難である。」

人々はこれまでいつも絵を描いてき

た。 しか し，絵文字の起源はどうだろ

うか。一体本当に絵文字 というものが

存在 したのだろうか。E・ ドーベルポ
ーファは， 「信 じられないくらい古い

絵文字 とは，およそ誰が見ても正確に

読みとることのできない像の連続であ

る」20と定義している。「純粋な」絵文

字は， 「何語であろうと，一 目見て読

む ことができる」21ということに，K・

ゼーテは同意するだろう。 この問題は

ここで解決ずみである。 もし本当の絵

文字があったとしても，それはまだ発

見されていない。ひとつの絵で，言語，

教育，文化の相違にかかわりな く，見

吻 マρ忽 玉セ§，侮 》自縣 炉.皿丞 凸 欝 幾 敷('知 ρ弓_暫70}会 欝 一 凹'
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るすべての人に同 じ意味を伝えるよう

なものが，一体存在するだろうか。ゼ

ーテは象形文字の進化 した過程を説明

しようとして，本当の絵文字を捜 し求

めたが，彼が全世界で発見できた唯噌

の例は，北アフリカインデ ィアンの岩

石彫刻だけであった。 しかも，だれも

これを今 日まで 「読む」ことのできた

者，あるいは解釈できた者はいない22。

エジプ トで非常に原始的な「絵文字」

が書かれていたのとちょうど同 じ時期

に，エジプト人は純粋なアルファベ ッ

トも使っていたことに注目すべきであ

る。

最古 のエジプ トの文書 と同 じよ う

に， 「これまでに知 られているものの

うちで，最も古い記号」を記 したバ ビ

ロニアの書き板も，高度に様式化され，

抽象的で，解読できていない23。仮に

譲 ってそれが絵文字だとして も，なぜ

同 じように 「読む」学者がふたりとい

ないのだろうか。現時点では，メソポ

タ ミアが，文字の進化の順序を示す唯

一の可能性を秘めている。発堀によっ

て進化の様々な過程が示され るからで

あ観 しか し，発堀の結果は，求める

仮説を証明 して くれなか った。逆に科

学的に発堀された書き物の遺物は，;期

待 された型を論ばくする始末である。

というのは，後期(上 層)の 地層に最

も原始的な絵が現われたり，その他都

合の悪いζとが明 らかになっているか

らである。

文字とい う高度で複雑な技術が，完

全に発達 した形で， しかも全 く突然 こ

の世界に登場 したという背理的な現実

は，進化論的な考えにまっこうから対

立す る。最近，人類学者たちは，文明

発祥の鍵 として 「道具の理論」を強 く

支持 している。 この考えというのは，

原始的な人間に似た動物が，全 く不用

意に，偶然その辺にある木か，骨，岩

かをまぐれ当たりに道具 として使用 し

た結果， 「このような極めて単純な道

具が首尾よく功を奏 し，人類の進化全

体の流れを起 こ，し，今 日の文明に導い

γ)£

た」24というものである。

しか し，ペス トリーはその画期的な

論文の中で，人類は新たに外部から一

段す ぐれた道具が紹介 された，それを

熱心に採用す るかと言えば，その逆で，

外部からもたらされた道具 に対 して

は， 「ほとんど100パ ーセント拒絶反

応」を示すことを指摘している。25例

えば，エジプ トに隣接する国々は，皆

エジプ トのす ぐれた斧を何千年もの間

知っていたが，それを取り上げた唯一

の国はこともあろうに，南アメリカの

原住民だけであった。26

では，ある民族に他の民族か ら文字

を採用するように促すものは，一体何

なのだろうか。ここで興味ある事実は，

どの民族も考え方はいち早 く吸収する

が，必ず完全に自分の所有物 と化して，

初めのものか ら独自の型のものを考案

し，他のいずれの文字とも異なるもの

を持つに至ることである。古代の文字

の普及度 も多様性 も，宗教を抜 きにし

ては説明できない。新 しい種類の文字

は必ず，新 しい宗教の道具 として出現

している，とA・ フォン ・ムリネンは

述べている。27またJ・ スモリアンは，

人類の最 も偉大な発明や発見は皆，人

類を霊の世界 と交通させ ることを第一

の目的としていたようであると指摘 し

ている。28ジョセブ ・ス ミスの 言 うこ

とが正 しければ，書物 も文字 も天から

人に与えられた賜である。 「そは霊感

の 「みたま』によりて書き誌すために，

神を呼び求めたる者にみな与えられた

ればなり。」(モ ーセ6：5)文 字を書

く技術は，義人が神の訪れや神 との交

通の記憶を とどめることができるよう

にし，地上の活動を天上の秩序にかな

った ものにするよう助ける特別な賜で

あり，大きな祝福であった。ジョセブ

・ス ミスはこう言っている。 「神のみ

こころが，そのまま聖典に記されてい

る。」29

人類の最古の記録は， 「古代の人が

天か ら与えられた賜 と考えていた，字

を書 くことの奇跡について」30多 くの

倉 £蟹 支 豊常 暴44》 曽

ことを語 っている。エジプ ト人は，文

字は 「大祭司であり書記」である王に

託 された神聖な信託であって，王とそ 、

の民が絶えず天の心と意志に接 してい

られるようにするものである，と信 じ

ていた。31

このようにして，神殿の基の書は，

第三王朝のゾクサー王の大臣兼顧問を

していた不滅の天才， しかもあらゆる

時代を通 じて最大の建設者であった・f

ンホテップに天から送 られ，後に 「神

々が地か ら去ったときに，天に取 り上

げ られたが，再び後でインホテップに

よって送 り返され，天からメンフィス

の北に落ちた」32と考え られていた。

バビロニアでは， 「主は遣わされた

者であった。運命を記 した平板を受け

取 り，委任を受けるため，……天に昇

っていった。それから王ぽ送 り出され

た。言いかえれば，再び降 ってきた。

・・このようにしで，知識が王に伝達 さ

れたのであ った。 この知識は，天地の

偉大な神秘，隠 された事柄に関する神

秘的なもので，神々 幽(神)か ら与えら

れた隠された知識のひとつの啓示であ ・

った。 これをr本 原的な啓示』 と呼ぶ

ことができるだろうか。」33本原的な啓

示という概念は，世の初めから終 りに

至る完全な知識がすでに書 き記 されて

いて，時々選ばれた霊に託 されるとい

うもので， これは末 日聖徒にはよく知

られた教義である。34文字の起源は天

にあるとする考えは，古代において文

字と記号は星の散 りばめられた天から

きたという教えの形で絶え ず 出 て く

る。すべての知識を包含 し，すべての

権能を与える，運命を記 した平板は，
「世界を予知するものであり，星々と

星座であった。」35

古代の教義から実際に発見されたも

のに目を転 じると，最古の文書は必ず

神殿で見つかっていることがすぐわか

る。神殿建築 と文書が突然一緒に出現

することは，決 して偶然ではない。神

殿は，宇宙 との関係を確かめる天文台

であった。36そこで 天界を注意深 く観

㌻畠灘鼠軌 と働饗 蟹
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測 し，その観測を生かすために記録 し

たのであった。アルファベッ ト，カレ

ンダー，神殿の3つ が平行 して出現 し

たことは自然である。いずれも星や惑

星か ら読み取れるメッセージを処理す

るためにで きたものである。

最初から最後まで，古代の文書は祭

司の手中に留められていた。神聖な，

秘密の事柄は，選ばれた，はっきり他

の人々か ら隔離 され た者に与え られ

た。典型的な聖なる書には，次のよう

に書かれていた。 「この内容を漏 らす

者は，突然の死に到れ，直 ちに切り捨

て られ るであろう。あなたは，この書

から遠 く離れていなければな らない。

この書は，生命の家に正しく登録され

た書記だけが，作業場で読むことがで

きるのである。」37「予言者だけが聖な

る書を読み，理解できる」38の が常で

あった。 どの文字体系もそれ自体が，

聖なる書物の立派なシールの役目を果

たしていた。すなわち， 「風俗の民が

知 らない秘密の方式」39であり， 暗号

文だったのである。権勢と祭司の職の

源は， 「コプ トスの海 のまっただ中に

ある。その中に鉄の箱があり，さらに

その中にケー ト材の箱が納められてい

る。なおその中の箱に金の箱があり，

そこに 聖なる書が収められている」40

のであった。

既知の書物で最古のものと考え られ

ているいわゆる1シャバコスス トーンに

は，一般の予想を裏切 って，全 く原始

的な意味をなさないものが書かれてい

るのではな く，奇 しくも末 日聖徒にな

じみのある物語が書かれている。その

中味は，エジプ トの第一王朝創設を祝

って神殿で演 じられる。儀式演劇の本

文である。そこには，天上の会議，世

界の創造，人類の堕落，および人類が

復活し，第一の栄光に復帰できるため

の方法が記されハ ・る。毛皮の巻 き物

に書かれた書暫は，最初のパロ，メネ

スのときに神殿の壁に隠 され，後の王

シャバコによって発見 された。シャバ

コは，自分の(第25)王 朝を築 くに当

た って ， 同 じ文 に従 って 儀 式 を 行 な っ

た の で あ っ』た 。41(次 号 に続 く)

11ジ ョ ソ ・ リア ーは ，「サ タデ ー ・ レビ ュ ー」

1970年1月10日 号 ， 〔英 文 〕P.99で ， 人 口

問 題 と公 害 問 題 に 触 れ ， こ う述 べ て い る。

2.ジ ョセ ブ ・フ ィ ・一ル デ ィソ グ ・ス ミス 「福 「

音 の 質 疑 応 答 」，(1972-73年 度 メル ケ ゼ デ

ク 神 権 用 チ キ ス ト)P.4

3.初 期 の ユ ダヤ 人 の 外 典 は ， ア ダ ム と書 く技

術 の 間 に 密 接 な 関 係 が あ った こ と を示 して

い る。 これ は この よ うな 限 られ た 紙 面 で は

とて も載 せ られ る も ので は な い 。 「シ ビ ル

の 神 託 」 は ， す べ て の物 は まず 初 め に文 字

か ら創 造 され た とい う。 よ く知 られ た ユ ダ

卍 人 の 教 義 ， す な わ ち 「ヤ シ ャ ル の書 」 の

主 題 に 触 れ な が ら，111：24で は ， ア ダ ム

を 「四 つ の 文 字 の ア ダ ム」 と呼 ん で い る。

4.R・O・ フ ォF一 ク ナ ー， 「古 代 エ ジ プ トの

ピ ラ ミッ ド ・テキ ス ト」(オ ック ス フ ォ ー

ド，1969年)，510：1146

5.こ の ア トゥ ムは ア ダ ム で あ る とい う説 が，

第 一 流 の エ ジ プ ト学 者 に よ って 提 唱 さ れ て

い る。 例 え ば ，E・ レフ ェ ビュ ァ は 「聖 書

考 古 学 協 会 会 報 」9：174以 下 で，、A・ モ レ

は 「オ リエ ソ ト史 」(パ リ， 大 学 刊 行 部 ，

1945年)1：209以 下 でそ れ ぞ れ そ の 説 を 述

べ て い る。

6.古 代 エ ジ プ ト語 は， 子 音 だ け で 書 か れ た。

母 音 は あ った が ， 書 き とめ られ な か った 。

従 って ， 今 日使 わ れ て い る子 音 しか わ か ら

な い 。

7.J・ カ パ ー ト， エ ジ プ ト年 代 記 ， 「本 の 昇

栄 」41(1946年)P.25

8.下 記 の注

g.W・ エ ソ ゲル パ ッハ ， 「公 務 記 録 」(.4π〃α16s

4%S67勿06)，42(1942年)，P.197

10.J・ カパ ー ト， 「エ ジ プ トの 宗 教 と東 方 」，

1(1930年)，P.117

11.W・B・ 三 メ リー，「科 学 的 な ア メ リカ人 」

(Soづ θ鰯 ガo・4耀 〃cα π)，197(1957年)

P。112

12.K・ ゼ ーテ ， 「絵 か ら文 字 へ 」 「歴 史 と考

古 学 の 研 究 」12巻 よ り。 ヒ ル デ シ ャ イム ：

G・ 才 ル ム ス，1946年 ，P.27，28

13.A'・ シ ャル フ，A・ モ ・一ル トガ ト， 「古代

エ ジ プ トお よび 古 代 近 東 」(ミ ュ ソヘ ソ，

F・ ブル ツ ク マ ソ，1951年)P.4β

14.フ ラ ソ ク フ ォ ー ト， 「文 明 の誕 生」(ロ ソ

ドソ，1957年)，P.46

15.B・7ロ ズ ニ， 「西 ア ジ ア 等 の 古代 歴 史 」

(プ ラ ハ， ア ル テ ィァ ， 発 行 年 月 日不 明)

P.116-7

16.J・ ジ ョー ダ ソ， 「オ リエ ソ ト研 究 誌 」6

(1930/1)P.318

17.A・ デ ー ビ ッ ド， 「オ'リ エ ソ タ イ ニ誌 」182

(1950年)，P.51-54

18.P・ モ ーデ ル ， 「ユ ダヤ 人 の 四 半 期 レ ビ ュ

F」 誌
，2(1911/2)，P.575

19.E・ マ ス ー ラ ー， 「エ ジ プ トの 先 史 時 代 と

歴 史 時 代 」(パ リ， 民 族学 研 究所 ，1950年)

P.323

20.E・ ドーベ ル ホ ー フ ァ，.「石 め 中 の 声」、(ニ

ュ ー ヨ ー ク ：パ イキ ソ グ プ レス，1961年)

P.22

21.ゼ ーテ ， 前 掲 書 ，P.24，25

22.同 上 ，P.9

23.1{・J・ ラ ソ ゼ ソ， 「考 古 学 」，17(1964年)

P.125

24.S・ ウ ォ ッ シ ュバFソ ， 「科 学 的 な ア メ リ

カ人 」，1960年9月 ，P.63

25.W・F・ ペ トリー， 「ス ミ ソニ ア ソ リポF

ト」1918年 ，P.588

26.同 上 ，P.568，569

27.A・ フ ォ ソ ・ム リネ ソ， 定 期 刊 行 物 「ドイ

ツ ・パ レス チ ナ協 会 」，47，P .90，88

28.J・ ス モ リァ ソ， 「ヌ モ ソ」 誌 ，10(1963

年)，P.203， 例 と して 火 ， 車 輪 ， 四 輪 車 ，

建 築 ， 船 を あ げ て い る。

29.ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス 編 「予 言 者 ジ ョセ ブ

・ス ミス の 教 え 」(1947年)P .54〔 英 文 〕

.30.N・H・ トゥ ール ・ジ ーナ イ ， 「オ リエ ソ

タ イ ニ 誌 」，17(1949年)，P.433

31.ヘ ル メス ・ ト リス メ ジス タス ，1，P.406

-7
，T・ ホ プ トナ ー ，「エ ジ プ ト宗 教 概 史 」

(ボ ソ，1922-4)，P.393

32.H： ・ブ ル ー グ シ ュ， 雑 誌 「エ ジ プ ト」 ，10

(1872年)，PP.1-4

33.G・ ・ウ ィデ ソ グ レソ， 「使 徒 の 昇 天 と天 上

の 書」(ウ プサ ラ大 学 ， ア ー ス ク ニ フ ト，

1950-7)，P.51

34.例 ， モ ー セ7：67， ジ ョセ ブ ・F・ ス ミ ス

「福 音 の質 疑 応 答 」P 。5

35.A・ エ レ ミァ ス， 「古代 オ リエ ソ トの光 に

照 ら して み た 旧約 聖 書」(ラ イ プ チ ヒ，1916

年)，P.51.

36.例 ，「ウ ェ ス タ ソ ・ポ リテ ィヵ ル ・ク ォ_タ

リー」，19(1966年)，PP.603-7，4(1916

年)，P.235

37.ソ ル ト文 書825A，A・ ガ ー デ ィナ ー， 「エ

ジ プ ト考 古学 誌 」24：167

38.ヘ リオ ドロス ， エ チ オ ピ ァ，1.28：H・

グ ラ ポ ゥ ， 「象 形 文 字 」P.13

39.E・ ドリオ トソ， 「昼 と夜 の 書 」(カ イ ロ，

フ ラ ソス オ リエ ソ ト考 古 学 協 会 ，1942年)

P.86

40.F・L・ グ リフ ィス ， 「メ ソ フ ィス の大 祭 司

の 石 」.(オ ク ス フ ォ ー ド，1900年)，P.16

4LK・ ゼ ーテ ， 「古 代 エ ジ プ トの 祭儀 上 演 に

使 わ れ た 演 劇 の脚 本 」(ラ イ プ チ ヒ，1928

年)，1，5，8
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聖 典 を 調 べ る こ と

問題解決の

鍵 を見 いだす
ロ バ ー ト ・J・ マ シ ュ ー ズ

聖 典 は ，人 生 の い ろい ろな 問 題 を解 決 す る に あた って ， 主

の 助 け を求 め る よ うに勧 め て い る。

「汝 須 ら く謙 遜 な れ ， さ らば主 な る汝 の 神 は手 を 取 りて 汝

を導 き汝 の祈 りに応 え ん 。」(教 義 と聖 約112：10)

「求 め よ ， そ うす れ ば ，与 え られ るで あ ろ う。i捜せ ， そ う

す れ ば， 見 い だす で あ ろ う， 門 を た た け， そ うす れ ば ， あ け

て も らえ る で あ ろ う。 す べ て求 め る者 は 得 ， 捜 す 者 は見 い だ

し， 門 を た た く者 は あ け て も らえ るか らで あ る。」(マ タイ7

：7，8)

これ ら聖 句 の意 味 す る と ころ は今 さ ら言 うま で もな い よ う

に思 われ るが ， 人 生 行 路 の様 々 な経 験 か ら， ま た他 の聖 句 か

ら判 断 す る と， 「求 め， 捜 し， 門 を た た く」 こ とに は ， 単 に

主 に お願 い をす る だ け の もの で な く， も っ と深 い意 味 が含 ま

れ て い る と思 われ る。 主 は エ レ ミヤ を通 して言 わ れ た。 「あ

な たが た は わ た しを尋 ね求 めて ， わ た しに会 う。 も しあ な た

が たが 一 心 に わ た しを尋 ね求 め る な らば」。(エレ ミヤ29：13)

この よ うに， あ らか じめ よ く探 究 し， 熟 慮 して備 え を す る こ

とが 必 要 な ので あ る。 か つ て オ リバ ー ・カ ウ ドリが， 自分 の

望 み通 りに助 け を い た だ け な か った とき に， 主 は言 わ れ た。

「見 よ， 汝 い まだ 悟 らず 。 汝 は ひ たす らわれ に願 い し時 は

これ を与 え らる る な らん と思 え り。

され ど見 よ， わ れ 汝 に告 ぐ， 汝 心 の中 に よ く思 い計 り， そ

の後 願 う こ と も し正 しか らば 汝 願 わ ざ るべ か らず 。 願 う こ と

正 しか らば ， そ の 時 わ れ 汝 の 心 を 内 に燃 や さ ん。 これ に よ り

て 汝 にそ の 正 し きを感 ぜ しむ 。

され ど も し願 う と こ ろ正 しか らず ば ， か か る感 な く して 汝

の心 は次 第 に鈍 くな り， そ はつ い に悪 の悪 た る を忘 れ しむ る

に至 らん 。… …」(教 義 と聖 約9：7-9)

この教 え は ア ブ ラハ ムの 子 イ サ ク に妻 を め と る と き に実 践

され て い る。 ア ブ ラハ ム は し もべ に， ふ さ わ しい女 を見 つ け

て一 緒 に連 れ帰 る責 任 を 与 え た。 そ こで し も べ は 一 鋳 』r案

じ。 主 の助 け を願 った 。 、・♪

「彼 は言 った
，r主 人 ア ブ ラ ハ ム の神 ， 主 よ， … … わ た し

は泉 の そ ば に 立 って い ます 。 町 の人 々 の娘 た ちが 水 を くみ に

出 て きた と き，娘 に 向 って

「お願 い で す
。 あ な た の水 が めを 傾 けて わ た しに飲 ませ て

くだ さい」 と言 い， 娘 が答 え て ， 「お飲 み くだ さ い。 あ な た

の ら くだ に も飲 ませ ま し ょ う」 と言 った な ら， そ の者 こ そ，

あ な たが し もベ イ サ クの た め に定 め られ た 者 と い う こ と に し

て くだ さ い。 わ た しは これ に よ って ， … … を 知 り ま し ょ う』。

彼 が まだ 言 い終 らな い う ちに ， … … … リベ カが ，水 が めを

肩 に載 せ て 出 て き た。

・… 彼 女 が 泉 に降 りて
， 水 が め を満 た し，上 が って き た時 ，

し もべ は走 り寄 って ， 彼 女 に会 って言 った， 『お願 い です 。

あな た の 水 が め の水 を少 し飲 ませ て くだ さい』。

す る と彼 女 はrわ が 主 よ， お飲 み くだ さい 』 と言 って ， 急

い で 水 が め を 自分 の手 に取 りお ろ して彼 に飲 ま せ た 。

飲 ま せ終 って ， 彼 女 は言 った， 『あ な た の ら くだ も… … ま

で ， わ た しは水 を くみ ま し ょ う』

・・… そ の 間 そ の人 は主 が 彼 の旅 を祝 福 され るか
， ど うか を

知 ろ う と， 黙 って 彼 女 を見 つ め て い た。b

… … そ の 人 は頭 を下 げ
， 主 を拝 し」 た 。(創世24：12-21，

26)

ネヘ ミヤ総 督 は民 の 苦 しみ を な くそ う と努 力 して い た と き ザ

に ， こ う言 った 。 「わ た しは みず か ら考 え た す え … …」(ネ ・

ヘ ミヤ5：7)ネ ヘ ミヤ は よ く主 に祈 りを捧 げ る人 で あ った

が ， これ は ，祈 りの 前 に 自分 で よ く考 え る習 慣 を も って い た

こ とを物 語 って い る。

ジ ェ レ ドの 兄 弟 も この 原 則 を 実 践 した人 で あ る。 彼 は主 に

この よ うに願 い 求 め た 。 「r……共 に来 り し者 た ち の た め に舟

を造 りた るが ， い ま だ そ の 中 に光 な し。 主 よ， 汝 は これ らに

この大 海 を 暗 や み の 中 にて 渡 らせ た も うべ きか』と 。」 す る と

この と き主 は ， この 問 題 を 解 決 す る に あ た って ， 予 言 者 が 自

分 自身 で も う一 歩 努 力 す る こと を期 待 し， こ う答 え ら

れ た。 「… … 汝 らはそ の 舟 の中 に光 の あ らん た め， わ

れ に何 を せ られ ん こ とを 願 うか 。」 そ こで予 言 者 は，

「… 山 へ 行 って岩 か ら十 六 の 小 さな 石 を 熔 し出 した
。
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そ の石 は透 明 な … … に澄 ん で い る もの で あ っ た。 … … ま た主

に祈 って，

… … この石 に主 の指 を触 れ て 暗 や み の中 にて 光 を 出す 石 と

な した ま え。 さ らば ， そ は … …舟 の 中 にて 光 を出 し… …」 と

言 った ので あ る。(イ テ ル2：22，23;3：1-4)

この 「まず 自分 自身 で行 な う」 とい う原 則 は， 主 が 末 日 に

お いて も勧 めて お られ る こ とで あ る。

「見 よ， わ れ 汝 らに す べ て の 事 を 悉 く命 ず る は至 当 な らず 。

… … われ 誠 に汝 らに告 ぐ
，人 は努 めて 善 き業 に従 い，多 くの事

を そ の 自 由意 志 に よ りて為 し，多 くの 事 を 為 し遂 げ よ。そ は人

自 らの中 に 自由 の意 志 あ りて … …」(教 義 と聖 約58：26-28)

それ に もか か わ らず ， レー マ ン と レ ミュエ ル は この原 則 が

よ くわ か って い な い よ うで あ った。

「さて 私(ニ ー フ ァイ)は … …兄 弟 た ちに 向 い ， そ の 言 い

争 い の も とが何 で あ るか 聞 か せ て ほ しい と言 った 。

す る と兄 弟 た ちは 『見 よ， わ れ らの 父 は… …話 を した が ，

そ の言 葉 は何 の こ とだ か解 らな い 』 と言 った 。

それ で私 は あ な た が た は主 に尋 ね た か と言 った ら，

兄 弟 た ち は 『主 に尋 ね て は い な い 。主 は こん な こ とを わ れ

われ に知 らせ な い か らで あ る』 と言 った 。」(1ニ ー フ ァイ15

：6-9)

彼 らに は主 に願 い求 め よ う とす る信 仰 心 が な く， ま た答 え

を得 る ま で努 力 す る こ と もな か った。 ニ ー フ ァイ は言 った。

「自分 た ち を つ く りた も うた神 の お計 い を知 らな い か ら…」

(1ニ ー フ ァイ2：12， モ ー サ ヤ10：14も 参 照)

聖 典 が 示 す よ うに， 問 題 解 決 の鍵 を 見 い だ す効 果 的 な方 法

は， 適 切 な手 順 をふ め る よ うに主 の導 きを願 う と同 時 に， 最

善 の 判 断 に基 いて 自分 で 解 決 を計 り， そ れ か ら実 行 す る こと

で あ る。

しか し そ う は言 う も の の， あ たか も白 日の太 陽 の よ うに，

問 題解 決 の 方 法 が い つ も明 らか に示 され る と は限 らな い。 こ

れ に つ い て ニ ー フ ァイ が 次 の よ うに言 って い る。 「私 は何 を

せ ね ば な らぬ の か ， 前 以 て それ を知 らず に， た だ ひ とす じに

「み た ま 」 に導 か れ て 行 っ た
。 それ で もた ど り進 んで … …」

：6，7)

焦 らな くて も解 決 の道 は 次 第 に開 けて くる ので あ る。 「汝

らい ま す べ て の事 に堪 う る能 わ ず ， さ りなが ら心 安 か れ 。 わ

れ汝 らを導 きて行 け ば な り 。」(教 義 と聖 約78：18)「 … …わ

れ汝 らが す べ て の 事 を 受 くるを得 るや ， これ が す べ て 汝 らの

益 とな る よ うに命 ぜ ん 。」(教 義 と聖 約111：11)

「熱 心 に求 め
， 常 に祈 りて信 ぜ よ。 も し汝 ら正 し く道 を 歩

み， … …何 事 も結 局 は好 都 合 とな るべ し 。」(教 義 と聖 約90：
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日々 の恵 み

福音に従い，主を愛する日々の経験 、

は，一つ一つ末日聖徒の胸に刻まれて

いる。 これはだれ もが持 っている物語

である。証を強 くした経験，祈 りが答

えられたこと，愛する家族や友人の受

けた霊感，教会の補助組織について，

その経験を，他の教会員 とわかちあお

う。

自分 の遺 産 を

誇 り と して

ロ ザ リ ー ・バ ー ク

「奇 しきみ業もて，神なしたもう」

讃美歌のこの歌詞 は，ここ3年 間私に

とって特別な意味を持 っていました。

私が末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の

ことを知 ったのが，ちょうど3年 前な

のです。そのときまで，私 はモルモン

が何なのか全然知りませんで した。宗

教には大して関心がな く，改革ユダヤ

教の家で育 ちなが ら自分の宗教につい

てほとんど知りませんでした。曾祖父

母 は正統派のユダヤ教徒でしたが，こ

こ何年も家族はユダヤ教の風俗，信仰

か ら遠ざかっていました。私 はどこか

に偉大な創造の力があるはずだと感 じ

なが らも，神の存在を疑 うようにな り

ました。

神様は不思議なことをなさいます。

今私 は，自分が米国で生 まれたのはめ

ぐりあわせではな く，1天のお父さまが

計画して下 さったのだとわかります。

1969年 に，私 の世界は音をたてて崩

れ始めました。私は夫と離婚 し，幼な

い二児をかかえて，あてのない生活に

足を踏み入れました。1年 の間に事態
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は ます ます 悪 化 して， 私 は人 生 とい う

もの に い や気 が さ し， 自分 自身 の存 在

の意 味 を も疑 い始 め ま した 。 そ ん な 時

で す 。 私 が モ ル モ ンの宣 教 師 に 会 った

の は。 主 は， 私 が謙 遜 に な って 助 け を

求 め る よ うに な るま で 待 って ， そ れ か

ら，、そ の助 け を送 って下 さ った の で し

た。 私 は す ぐに ，何 か とて も大 事 な こ

とを 聞 い て い るの だ と感 じま した が ，

ユ ダ ヤ人 な の で ， イ エ ス ・キ リス トを

メ シ ヤ と して 受 け 入 れ る こ とに抵 抗 が

あ りま した。 で も， ジ ョセ ブ ・ス ミス

の証 は し ご くも っ と も らし く思 え た の

で， モ ル モ ン経 を読 み 出 しま した 。 そ

れ か ら少 し して ， マ ー グ ・E・ ピー タ

ー セ ン長 老 が ボ ス トンス テ ーキ 部 を 訪

問 され ， フ ァイ アサ イ ドで お 話 を うか

が う機 会 が あ りま した 。 そ の 晩 ピー タ

ー セ ン長 老 の お 話 の と き
， 主 のみ た ま

が私 の 心 を 動 か し， 自分 はバ プ テ ス マ

を 受 け るの だ と悟 った の で す 。

そ れ は 当 然 家 族 中 の 問 題 に な りま し

た 。 家 族 が 受 けた 初 め の シ ョ ック はや

が て 憎 しみ と怒 りと あ ざ け りに変 わ り

ま した 。 私 は子 供 た ち を奪 われ る恐 れ

を 感 じる よ うに な りま した。 ど ん な 目

に会 ってもかまわない，でもそればか

りはできません。今にしてみれば，神

様が本当におられて，私を試 されたの

だと思います。 もしこの教会が主の教

会で主がバプテスマを受けるように望

んでおられるな ら，主を信頼すれば何

事 もきっとうま くい くに違いないと考

えました。

導 きを求めて祈 り，弁護士に相談す

ると，子供を引き離すことはできない

とはっきり言 って下さいました。それ

から，私はかねて計画の通 り，バプテ

スマを受けたのです。

その後2週 間もたたない うちに，両

親 と和解ができました。そのときは子

供にバプテスマを受けさせないように

と言われたのですが，昨年息子が8歳

になって，バプテスマを受けて教会に

.入ったときには，両親 も出席 して くれ

ました。

私はユダヤ人の伝統を拒んだことで

責め られましたが，教会に入 ってか ら、

は以前よりもユダヤ教のことをよく知

って，私が受け継いできたものを誇 り

をもって子供たちに教えていくことが

できるようになりました。今年の4月

の過越 しの祭には，家族を招待 して昔

なが らの，過越 しの祝い膳を囲みまし

た。両親の誇 りと尊敬のまなざしか ら，

モルモンとしての私の新 しい人生を喜

んで くれていると確信できたのです。

今は両親との間が昔よりも良 くなっ

ています。確かに神様は不思議なこと

をなさいます。つい先週，いとこの婚

約パーティーの席で，母が居合わせた

人たちにモルモンになった娘のことを

話し，教会の良い点を教えているのを

耳にしました。

では私は，主の教会の会員 となって

どんな良いものを 見 つ け たでしょう

か。それは本当の幸福 というものの意

味，そして愛，友情，人生の本当の意

～
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味，子供を育てる目標と方向です。

教会員になった最初の頃にとても助

かったのは，スペシャルインタレス ト

のグループで した。教会員 として初め

の1ヵ 月ほど，バプテスマを受けて教

会につながれてはいて も，若い人たち

や結婚 している人たちのプログラムに

ついて聞 くと，疎外感を感 じていまし

た。やがて，私のもうひとつの祈 りが

答えられました。というのは，成人の

独身者のたあの新 しい組織ができると

知 らされたのです。

私 は，スペシャルインタレス トのグ

ループが神様の霊感を受けて作 られた

と，証 したいと思います。それによっ

て活発でなかった教会員が活発になり
噛
ました。非教会員がスペシャルインタ

レス トのグループの愛と友情によって

教会員になりました。友情から本当の

愛が生 まれたことも聞きました。・

私 は，この教会がまことの教会であ

ると知っています。大勢φ≒ダヤ人が

まだ約束のメシヤを 待 ち望 んでいま

す。またそれ以上 に多 くの人がその望

みを捨てています。でも私はメシヤを

見いだしました。私 はイエス ・キリス

トが約束のメシヤで，今もこの教会の

頭 として立っておいでになることを知

っています。

「生 まれ て初 めて，い

ろい ろな ことを考 えな

が ら部屋の 中を歩 きま

わ りま した。そ してや

がて， 自分が変 わらな

くてはな らな いことを

悟 りました。」
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私は17歳 のときまで，出るべき集会

には全部出席 し，神権の責任を果たし，

活発に教会に集 っていました。当然の

ことでした。教会や教会のプログラム

が大好 きだったのですから。

しかし，17の 歳に 「十代特有の独立

欲」に駆られ，家族の生 き方に逆 らっ

て 自分の 「自由意志」を主張するよう

になりました。親友のひとりが別の宗

教で，彼に言われるままアルコールや

タバコのわなにはまってい った の で

す。私は教会員ではない少女たちとデ

ー トをし，す ぐにすてきな少女を愛す

るようになりました。彼女の両親が何

回も週末に海の別荘に私を招待 して く

れたので，むろんのこと，私は教会の

活動か らは遠あいていきました。

その うち第2次 世界大戦がやってき

ました。監督に伝道に出たいと思いま

せんかと聞かれたとき，私は，それよ

りも軍に入って国のために働きたいと

答 えました。祖国のために働 くことは

大切だと思いますが，今考えてみると，

まず伝道に出て天父のために働いた方

が賢騨 ったと感 じています・

またちょうどこの頃ヂ私の非常に：尊

敬 していた教会員が教会の標準を破 っ

ていることを知 りました。私の目か ら

多多

z

見れば，彼 らは偽善者でした。・私はど

うせ教会の標準を守 らないなら，言 う

ことと行ないが違 う偽善者 よりも，教

会から離れた方がましだと心に誓 った

のです。 これがもうひとつの重大な間

違いでした。私はその通り実行 して，

サタンの望み通 りになったのです。

海軍パイロットとしての4年 間とセ

ールス業であちこちまわった15年 間は

容易に不活発でいられましたが，その

間 も，心に深 く根ざした真理の教えは

信 じていました。私が38歳 になった年

'に，末弟の トムが6週 間ほど家に居候

をしました。圃トムが毎 日曜 日，朝から

神権会やほかの集会にひとりで出かけ

るので，私は良心の呵責を覚え始めま

した。いい気持がしませんでした。何

かが悪いのだとわかっていましたが，

次第にその気持をひんぱんに感 じるよ

うになりました。昔ならこうと思えば

いつで もタバコがやめられたのに，そ

のときはそれができないのです。 トム

を会社に訪ねると，知 らず知 らず教会

批判の言葉が出て， トムには言 ったこ

とがないのですが，あとでいつも罪の

意識を感 じていました。

私は危機の坂を登 りつめ， カントリ

ークラブのカクテルダンスパーティー

か ら帰 った晩にそれが頂上に達 しまし

た。夜遅 くベッドに入 ったのですが，

これまでにな く寝つけないのです。つ

いに愛する妻を起こさないようにして

ベ ッドか ら出ると，生 まれて初めてい

ろいろなことを考えなが ら部屋の中を

歩 きまわりました。そしてやがて，自

分が変わらな くてはな らないことを悟

りました。
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私は感情をむき出しにした り，泣い

たりしたことが一度もなかったのです

が，そのときはひざまずいて，19年 に

して初めて天父に助けを請うていたの

でした。祈 っていると，愛と憐れみ と

幸福感が圧倒せんばかりに体中を満た

し，聖霊が力強 く迫 って，私はかなり

の間激しくすすり泣いていま した。や

がで立ち上がったときには，良い気持

を 感 じま した。感謝が胸に満ちまし

た。あのように暖かい気持はそれまで

一度も経験したことがありませんで し

た。心に熱 く燃 えるものが体中をめぐ

って，その強烈さに，まるで 自分が燃

え尽きてしまうのではないかと思えた

ほどです。

私は寝室に戻 ると，妻を起こしまし

た。私はまだ泣いていたので，妻はど

うしたことかと尋ねました。それで，

自分の生活を変えて，イエス ・キ リス

トの福音を取 り入れたいと話すと，妻

は即座に私を援助すると言 って くれま

した。そのとき以来，タバコや酒やコ

ーζ一を飲みたいという気持は一度も

感じません。

主は私を祝福し始め，今も祝福は絶

えません。1年 もしないうちに私の手

で子供たちにバプテスマを施し，その

後す ぐにゴ妻にも施すことができまし

た。それから1年 してローガン神殿へ

行き，永遠の結婚をして子供たちとの

結び固めをしました。，

主は迷える小羊が帰 って くるのを心

から喜ばれると，私は証いたします。

私たちが罪を悔い改あて戒めを守ると

きに，主はだれにでも愛 と親切を示 さ

れるのです。
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60年余り昔，12歳 そこそこの私はそ

れでも父親と肩を並べて立派に刈入れ

の仕事をした。麦を刈って東にする仕

事は重労働で，来 る日も来る日もそれ

が続いた。

ある土曜日，夜明けと共に作業を始

めて終わったのは夜の8時 半，私は非

常に疲れて夕食もとらずに眠 りたいと

思 った。

父は私を見ておだやかに言った。

「リー，きょう刈った麦はきれいな緑

だ。月曜まで積まないでほっておけば

しぼんでしまう。今晩中にしな くては

だめだ。明るい月夜だ。いっしょに手

伝えるか?」

私は涙をこらえてうなずいた。

欝
急灘 暑犠

'
陽 髪

笏 霧

菱嚢蘇 璽

「父は仕事が非常

に早い人だが，そ

の夜はい くら頑張

っても私に追いつ

けなか った 。」

霧

多
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幽
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髪
多多

多身

髪

多

う

父は言ら旋 。 「よし，急いで夕飯を

すましたら豚にえさをやらなきゃな。

それか ら積 もう。」

パンと ミルクの食事はす ぐに終わっ

たが，私はそれで もぐったりと疲れて

いて，頭を上げるのさえおっくうだっ

た。父が豚にえさを や りに 出て行 く

と，私は食卓についたままつらい思い

で考えた。 「タバコもお酒 も飲んだこ

となんてない。いつだって知恵の言葉

を守ってきたんだ。教義 と聖約には知

恵の言葉を守れば走 っても疲れず歩い

て も気を失 うことがないって書いてあ

るのに，ぼくはこんなに疲れで，頭を

上げるのだってやっとなんだ。」 くた

びれきってついあふれそうな涙をけん

・め
、いにこらえていると，唇がわなわな

と震えた。

そのとき何が起 きたのか説明はでき

ない。しか し白く美 しい光が私の体に

射 し込んで，体中の組織を満たしたよ

うな思いがした。私 は父が戻って くる

と立 ち上がって，一緒に畑に出た。.

父は仕事が非常に早い人だが，その

夜はい くら頑張っても私に追いつけな

かった。私はあちこちの刈束を駆け集

め， 自分の体重 よりもずっと重い東を

あっちの列からこっちの列へとほうり

/多

，多

謬ドむ ウ

髪覆

軌

投げた。父の驚 きの目は

今で も忘れられない。

私の身にそのとき何が

起 きたかを父に話 したの

はそれから30年後だった

が，父はまだその晩のこ

とを覚えていた。私 もあ

のことは決 して忘れられ

ないQ
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小 さ な お 友 だ ち へ

おはな し 十二使徒評議員

ゴ ー ドン･B･ヒ ン ク レー

神 さま,予 言者 を あたえて くだ さって

あ りが とう

かんしや

み な さん は,｢感 謝 を 神 に さ さげ ん｣と い う さん び 歌 を う

た った こ とが あ るで し ょ う。 この歌 は,今 か ら百 年 以 上 も前

か ら,た くさん の 人 々 に よ っ て うた わ れ て きま した 。 この歌

は,神 さま に とて も感 謝 して い ま す,と い う気 持 を あ らわ し

て い ま す 。 世 界 中 の お友 だ ちは この歌 が 大 好 きで す 。 だ か ら

この歌 は,い ろ い ろ な 国 の言 葉 で うた わ れ る よ う に な って き

ま した 。 み な さん は,こ の歌 が い くつ の 国 の言 葉 で う た われ

て い るか知 って い ま す か 。 な ん と21の 国 の言 葉 で うた わ れ て

い るの で す よ。 み ん な は,｢神 さ ま,い ろ い ろ な こ とを 教 え

て くだ さ って あ りが と う｣と い う気 持 で,こ の 歌 を うた い ま

す 。 これ は,と て も け い け ん な お祈 り と も言 え ま す ね 。

み な さん のま わ りを見 て ご らん な さい。 とて もひ ど い戦 争

や,交 通 事 故 や,物 が な くて こま って い る とか,い や な こ と

が た くさん あ るで し ょ う。 で も私 た ち は し あわ せ で す ね 。 私

た ち に は,神 さ まが こ う しな さい と言 って お られ ます よ,と

教 えて くれ る予 言 者 が い るの で す か ら。 み な さ ん は,神 さ ま

を信 じる,と い う こ とは ど うい う こ とか 知 って い ます か?

それ は,こ うい う こ とな の で す よ。 神 さ ま は まず,ご 自分 が

思 って い ら っ し ゃる こ とを 予 言 者 に知 らせ ます 。 次 に予 言 者

は,そ の こ とを私 た ち に教 え て くれ る と い うわ けで す 。 み な

さ ん は,こ の こ とを は っ き り知 って い ます か。 これ を は っ き

り知 る こ とが神 さま を信 じて い る と い う こと な の で す。 私 た

ち は,予 言 者 か ら,神 さま の み こ こ ろ を 聞 ぐ こ と が で き ま

す 。 予 言 者 が い る とい う こ と は,な ん とす ば ら しい こ とで し

ょ う。

予 言 者 は私 た ちに,こ れ か ら こん な こ とが あ る か ら注 意 し

な さい,と 教 え て くれ ま す 。 それ か ら,ほ ん と うに正 しい こ

とに つ い て教 え て くれ ま す 。 また 予 言 者 は,し あ わせ に な る

方 法 も私 た ちに教 え て くれ る ので す 。

私 は こ こで,ひ と りの 青 年 の お話 を した い と思 い ま す 。 そ

の入 は,神 さま を 信 じて い ま した。 ま た,予 言 者 の い る教 会

を 知 りた い と思 い ま した 。 そ こで この人 は,あ ら ちの 教 会,

こ っ ちの教 会,と さが しま わ りま した。 で も ど う して も見 つ

358

か りませ ん で した 。 と こ ろが あ る とき,ユ ダ ヤ教 の教 会 に は

予 言 者 が い る こ とを 知 り ま した。 そ して この青 年 は ユ ダ ヤ教

を信 じる よ うに な りま し た。

と ころ が1964年 の 夏 の こ とで す 。 この青 年 は ニ ュ ー ヨ ー ク

の世 界博 覧 会 に 行 き ま した 。 そ して モ ル モ ンパ ビ リオ ン に入

った の で す 。 そ こで この 青 年 は,旧 約 聖 書 の 中 に出 て くる予

言 者 の絵 を 見 ま した 。 ま た宣 教 師 た ち の話 も聞 き ま した 。 昔

エ ホ バ は,ご 自分 の み こ ころ を この絵 の 予 言 者 た ち に知 らさ

れ た,と い う話 で した。 宣 教 師 が そ の こ と を とて も感 謝 して

い る とい う こ と もわ か りま した。 この 青 年 は そ の と き,と て

も心 が あ た た か くな る の を感 じま した 。

そ れ か ら,も っ とす ば ら しい こ とを 聞 き ま し た。 現 代 に も
せいけんしや けい じ

予 言 者 が い る と い うので す 。 予 言 者 とか 聖 見 者 とか 啓 示 を受

け る者 とか 呼 ば れ て い る人 た ち が い る とい うこ とを 聞 き ま し

た。 ジ ョセ ブ･ス ミスや,ブ リガ ム･ヤ ン グや その ほか の人
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ほ っき ょ くにい る動 物 と い う と,私

た ち は 白 くまや あ ざ ら しや せ い う ち を

思 い 出 し ます 。 白 くま と あ ざ ら しは ス

マ ー トな り ゅうせ ん け いを し て い ま す

が,あ わ れ な お じい さん せ い う ち は ち

が い ます 。 せ い う ち は,お と な に な る

と,し ん ち ょう4メ ー トル,め か た が

1ト ンい じ ょう に もな ります 。 そ れ な

の に,す ば ら し くおよ ぎが じ ょ う ず

で,り くの 上 で もす ば し こ く動 き ま わ

ります 。 そ し て,お ど ろ く こと に,ほ

っき ょ くの 動 物 の中 で 一 ば ん お とな し

く,人 間 が 好 きで す 。 人 が ひ ざ を ま く

らが わ りに し てや る と,ひ と な つ っ こ

い せ い う ち の赤 ち ゃん は ひ ざ の 上 を の

い
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諭

ぼ っていこうとします。

やがてせいうちの赤ちゃんがおとな

になって,人 間が一ばんおそろしいて

きだとわかりはじめると,だ んだん人

間にけいかい心をもつよう に な り ま

す。しかし,ざ んねんながらせいうち

はまぬけに見えるばかりでな く,じ っ

さいのどうさもまがぬけているので,

そのけいかい心 もあまりや くにたちま

せん。せいうちののうみそは,人 間や

白 くまののうみそよりも小 さ い の で

す。白 くまは,ほ っきょく地方では,

せいうちにとって,二 ばんめにこわい

てきです。

せいうちは,ふ つうおとなしい動物

で す が,て き に お そ わ れ た とき は,あ

い て が 何 物 で あ って も た た か って,み

を ま も ります 。 せ い うち の か らだ は,

よ ろ いの よ う に じ ょうぶ で,い ぼ だ ら

け で す 。 そ して せ い う ちに は,て きを

や っつ け る す る ど い きば が あ り ます 。

エ ス キ モ ー は,せ い うち を 負 か す 勇

気 と うで を も って い な け れ ば な りませ
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什 分 の 一 の 祝 福

信仰 のた まもの

ロバ ー ト ・：L・シ ンプ ソ ン長 老 は， ニ ュ ー ジ ー ラ ン ドに住

む マオ リの 老 人 の 信 仰 に 深 く心 を 打 たれ ま した。

あ る 日の こ と， 宣教 師 が 道 か ら少 しは なれ た そ ま つ な魚 つ

り小 屋 に そ の老 人 を た ず ね て や って きま した。 宣 教 師 のす が

た を 目に した老 人 は ， 急 い で お 金 の入 った封 筒 を さが して，
ふうとう

そ くざに宣教師にわたしました。封筒の中には，老人が骨折

ってかせいだかな りの金額のお金が入 っていたのです。

老人は前に，伝道本部か ら手紙をもらいました。英語で書

かれていたので読めませλで したが，金額が書いてあること

はわかりました。伝道本部では何かとくべつの目的があって

お金を必要としているにちがいない，老人はそう思 ったので

した。そこで老人はいっしょうけんめい働いて，お金をため

続けていたのです。そ して，宣教師がや ってきたときには，

すっかりその用意ができでいました。

宣教師が手紙をほんや くして くれたとき，老人はび っくり

しました。 というのも，それは去年1年 間におさめた什分の
りちうしゅうしょ

一の領収書だったからです。このマオ リの老人はとて も信仰

が強かったので，主のしもべがみわざを行な うために必要な

らと，た くわえたお金を喜んでおさめようとしたのです。

し

9
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祝 福を分ちあ いま しょう
かん とく

リグ ラン ド ・リチ ャー ズ長 老 が ， 教 会 の 管 理 監 督 だ っ た と

き の こ とで す 。 あ る 日の こ と， リチ ャ ーズ 監 督 は， きみ ょ う

な形 を した大 きな か ぼ ち ゃを運 んで い る少 年 に 出 会 い ま し

た 。 そ こで そ の少 年 に， 「この か ぼ ち ゃを ど うす るつ も りな

の か ね 」 とた ず ね て み ま した。

す る と， 「全 部 ぼ くひ と りで育 て た作 物 の 中 か ら この か ぼ

ち ゃを え らん で ， 什 分 の一 と して監 督 さん の と こ ろに お さめ

に 行 くと こ ろで す 」 と い う答 えが 返 って きま した。

リチ ャ ーズ 監 督 は， 少 年 の名 前 を きい て， の ちに 少年 の 家

を お とず れ ま した 。 そ して 少 年 に， 什 分 の一 の大 切 さに つ い

て 少 し話 しま した 。 ま た ， 人 々 と分 ち あ うた め に什 分 の一 を

お さめ る と き， あ た え られ る祝 福 につ いて も話 しま した。

2，3日 た って ， リチ ャ ーズ 監 督 が ソル トレー クシ テ ィー

に あ る地 区 の倉 庫 を 出 て ， 事 務 所 へ 帰 ろ うと して い た と きで

す 。 一 組 の老 人 夫婦 が ， 小 さな 荷 車 に荷 を積 み こん で い る の

を 目 に しま した。 ふ た りは ， 倉 庫 か ら必 要 な品 物 を受 け と っ

て ， 家 に帰 ろ う と して い た と ころ で した 。 近 よ って み る と，

荷 車 の中 に， あ の 少年 が運 ん で い た例 の 大 きな か ぼ ち ゃが 入

って い ま した。 た しか に あ の か ぼ ち ゃで す 。 あ の 大 き さ， き

み ょ うな形 ， ま ちが い っ こあ りませ ん。

そ の こ とが あ って しば ら くして か ら， 少 年 は リチ ャ ーズ 監

督 か ら手 紙 を も らい ま した。 どん な に か お ど ろい た こ とで し

ょう。 手 紙 に は， あ の大 き なか ぼ ち ゃが お年 寄 夫 婦 に とて も

喜 ば れ て い た ， と い う ことが 書 い て あ りま した。 お じい さん

とお ば あ さん は， この か ぼ ち ゃを 使 って お祭 の 日の ご ちそ う

が作 れ た こ とで し ょ う。 少 年 は什 分 の一 を お さめ る こ とに よ

って ，祝 福 を 分 ち あ った ので す 。
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子 孫 に 知 ら せ る た め

ポ ー ル ・F・ ロ ー ヤ ル

「そ の と き， 主 を恐 れ る者 は互 に語

った。 主 は耳 を傾 け て これ を 聞 か れ

た。 そ して主 を恐 れ る者 ， お よび そ の

名 を心 に留 め て い る者 の た め に ， 主 の

前 に一 つ の覚 え書 が し る され た 。

『万 軍 の主 は言 わ れ る，彼 らは わ た

しが 手 を下 して 事 を行 う 日に ， わ た し

の者 とな り， わ た しの宝 とな る。…』」

(マ ラキ3：16，17)

神 は， え りぬ きの息 子 と娘 ， す な わ

ち神 に仕 え る と誓 約 した す べ て の者 た

ち の名 前 と， 彼 らが忠 実 に果 た した 業

とを ひ とつ の覚 え の書 に記 録 し， それ

に よ って そ の書 に名 前 の記 され た 人 々

を忠 実 な息 子 ， 娘 とみ な そ うと望 ん で

お られ る。 これ は何 とす ば らし い こ と

で あ ろ うか9

「親」たるにふさわしい親で，その

子供たち，すなわち自分のもとに送 ら

れてきた息子や娘に思いをかけず，ま

た神が子供たちを祝福し，両親への信

頼をその心に保たせて下さるよう祈る

ことな く，夜床に臥す者はいない。昔

の親たちも例外ではない。彼 らもその

子孫が，神によって立て られた予言者

や賢者たちの言葉に心を留めるよう望

んでいた。予言的な意味を含み，値ぶ

みできない宝石にも比較される言葉の

ひとつに，モルモン経に記されたリー

ハイの言葉がある。 リーハイは死が近

づいたあるとき，愛する子供たちを集

めて，彼 らの今後の生活について助言

と指示を与えた。そして彼は族長 とし

て こう語 った。

「そ れ は 主 な る神 がr汝 らわ が 命 令

に 従 わ ば ， 地 に栄 ゆ べ し。 され ど汝 ら

わ が 命 令 を 守 らず ば わが 前 よ り追 い出

さ るべ し』と仰 せ に な った か らで あ る。

しか しご らん ， 私 の孫 た ち よ。 私 は

お 前 た ち に祝 福 を与 え な か った な ら安

心 して 死 ね な い。 私 は お前 た ちが 従 う

べ き道 に従 って 育 て られ た な ら， その

道 か ら外 れ な い こ とを知 って い るか ら

で あ る 。」(皿 ニ ー フ ァイ4：4，5)

子 供 は野 の花 の よ うに成 長 す る こと

は許 され な い。 人 生 の道 と主 の道 につ

いて 教 え な け れ ば な らな い の で あ る。

覚 え の書 の持 つ大 きな 目的 の ひ と つ

は， 子 供 の心 を そ の両 親 と祖 父母 の信

仰 と豊 か な経 験 で満 た し，主 の道 を よ

く理 解 す る よ う， 正 義 の 道 に従 って そ

365
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子孫に知らせるため

の子供を育てあげることである。

モルモン経中のもうひとつの感動的

な話は，民を呼び集めて主のみ言葉を

伝えた，ベ ンジャミン王のそれである。

招集に応 じて集まった人々が非常に多

かったので，メッセージを聞 くために

来た民の中のある者たちは神殿の近 く

に寄れなかった。そこで，記録 による

と，すべての家族は神殿に入口が向 く

ように天幕を張 った。また王は，人々

がその姿を見，その声を聞 くことがで

きるように，ひとつの塔：を建てた。さ

らに，王が群衆に伝える事柄をすべて

の家族が知 ることができるようにする

ため，王の言葉を書 き取 らなければな

らなかった。

ベンジャミン王は民に，神の王国に.

おける救いと昇栄を得 ることができる

よう，まず主を知ってほしいと語 った。

民は熱心に王の言葉に聞き入 り，みた

まを受けて：地にひれ伏 し，イエス ・キ

リス トを受け入れ，また信 じると証言

した。非常に豊かにみたまを受けたた

め，民は心の中に大 きな変化を味わっ

た。そして，悪を行なう気質はもはや

完全に払われてしまった。

しかしながら，残念なことに，その

日集まった民の見落 とした事柄がひと

つあった。当時の予言者は記録者 とし

てその出来事を記録 したけれども，民

が覚えの書を作 らなかった こ と で あ

る。従 って，その子供たちは，そのす

ばらしい霊感あふれる経験を，父の言

葉を通して教えられなかった。 モーサ

ヤは，父ベンジャミン王が死に，民の

子供たちが成人 しようとした当時の様

子をこ、う記 している。

「そのころの若者の中には，ベンジ

ャミン王が教えを告げた時まだ幼児で

あってその言葉を会得できない者が多

366

かった。それで，このような者たちは

今その先祖の言伝えを信ぜず，

また死者の復活に関する教えもキリ

ス トの降臨に関する教えも信 じなかっ

た。

かれ らはその不信仰のために，神の

道を理解することができな くてその心

がかた くなつてしまっていた。

従ってかれ らはバプテスマを受けよ

うともせず，また教会に入ろうともせ

ず，その信仰については全然違った民

となり，，いつまでもその有様で肉欲に

遠けり罪悪を犯した。それはその神で

ある主に祈 り求めようとしなかったか

らである。」(モ ーサヤ26：1-4)

真理に対して心をかた くし，義を全

うするために教会に入るということを

せず》肉欲 と罪悪に陥った状態を良 し

として信仰とみ業から離れている，そ

のような子供を持つ者が私たちの中に

いないだろうか。私たちのある者は奇

しき霊的な経験を持ちなが ら子供たち

のためにそれを書 き記 さず，そのため

に子供たちが，私たちの経験した教会

への改宗，あるいは神を信じるに至っ

た大 きな出来事を信 じない。そんなこ

とがあってよいだろうか。ニーファイ

第二書には，次のように記されている。

「それであるから， ヨセブの子孫は

大地の在るかぎり決 して亡びないと言

う約束をヨセフのために果 そ う と し

て，主なる神は私が今 ここに記すこと

を，子々孫々に保存 して代々相伝える

ことを私に約束 したもうた。」(皿 ニー

ファイ25：21)

この言葉から，モルモン経の記録は

実質上ひとつの覚えの書であることが

わかる。それ故，私たちはそれぞれに

自分の覚えの書を聖典 と呼ぶことがで

きる。なぜなら， もし主の指示された

方法で記録するなら，それは家族にと

って聖典だか らである。

「……この記事を所有す る国民はそ

れにのっている言葉によって裁 きを受

けるのである。

だか ら私たちが力をつくして書 き誌

すのは，自分たちの子孫 と兄弟たちを

説得してキ リス トを信 じさせ，神 との

一致を得させるためであり，それは人

が最善をつ くしてはじめて，神のめぐ

みにより救われることを知 っているか

らである。

.私たちはキリス トのことを話 し，キ

リス 下の ことを喜び，キリス トのこと

を説教 し，キリス トのことを予言 し，

また私たちの子孫にどこに罪の赦 しを

求めるかを知 らせるために自分たちが

予言 した ことも書 くのである。」(皿 ニ

ーファ!f25：22 ，23，26)

覚えの書を作る目的が ここに簡潔な

言葉で記されている。すなわち 「子孫

に知 らせるため」である。私たちは家

庭にこの書を備えることによって，私

たちの家族関係と信仰とを滅ぼそうと

する悪魔の力に対抗する，堅固な砦を

築 くことができるのである。

主が啓示によって示されたように，

私たちは個々別々に復活 して救われ得

る。 しかしそのときにはしもべとして

しか救われない。一方，神のみ言葉に

言われている昇栄 とは，家族単位で得

る救いを指すものである。さらにゴ覚

えの書の持つ第一の目的は，その家族

ならびに先祖にあたる人々に授 けられ

た永遠の約束を伝えることである。

「末 日聖徒の家庭にある家族の覚え

の書は，その重要性から考えると，標

準聖典に次 ぐものである。.忠実な教会

員の子孫にとって， これらの家族の記

録は聖典の付加記録であり，イエス ・



キ リス トの福音を教える上で助けとな

るものである。文字になった家族の証

と霊的な経験，な らびに証明済みの先

祖の系図を知ることによって，子孫の

心はその先祖につながる。また同時に

家族の昇栄に関連する教義を理解する

上でも有益である……。

すべての忠実な家族は，怠ることな

く覚えの書を作成 している は ず で あ

る。そしてその書には，'家族の来歴，

特に霊的な経験が霊感によって記され

ているはずである。また子孫が，その

先祖について知ることがで き る よ う

に，家族の系図も含まれているはずで

ある。」(1勿ψ70"θ吻6鋭E7α 「インプ

ルーブメント・エラ」，1966年4月 号，

〔英文〕P.294，295)

家族が上に述べたものを書の中に見

いだせるようにするため，私たちの覚

えの書には何を入れなければならない

だろうか。まず，できるだけ過去にさ

かのぼって，入手できるすべての先祖

の系図表を作ってそれに入れ る。先祖

の一覧表とも言えるこの系図表は，そ

の名前だけでな く，調査す る際にどこ

にあった らよいか も教えて くれる。

次は，系図表に名前の出ている夫婦

の家族の記録である。家族の関係がす

べてわかるように，家族の構成をその

まま記さなければならない。 こうすれ

ば，系図表では直系先祖がわかり，一

方家族の記録では傍系親族がわかる。

次に，夫婦と子供たち各人の個人の

記録を入れる。信仰を助長す るよラな

経験はすべて，個人の記録に記録すべ

きである。子供たちは， 自分 と両親に

与えられた神の祝福 と施 しを考え，思

い起 こせるよう， この記録を持つ必要

がある。私たちは家族にこれらの事柄

を教え，それを力として彼 らの心を変

5

え，改宗させる義務を負 っている。

この個人の歴史を作成するにあたっ

ては，家族の絆を一層強 くする上で役

立った出来事について記す づ きで あ

る。また，祝福と試 しのとき，ならび

に主の祝福がそそがれたこ と に よ っ

て，いつ好ましい結果が得 られたかに

ついて も記録する。

私たちは子供たちのためにも覚えの

書を作成すべきである。 しかしこれは

スクラップブックではないので生涯に

関連ある事柄を何でも入れるというも

のではない。各人をそれぞれ個人 とし

て特徴づける出来事のみをそれに記録

すべきである。エノクのことを考えて

みよう。彼の述べた覚えの書はスクラ

ップブックであったなどと想像できよ'

うか。私にはとても考えられない。こ

の書からさし絵が抜け落 ちたり，色あ

せたバラの花が頁にはさまれていたり

することはなかったはずである。彼エ

ノクは， この書を読んで先祖のことを

知 り，また先祖に伸べられた神のみ手

を知 って信仰を得たのであった。

正 しく編集 された覚えの書か らは，

どんな探究活動が先祖の名前の調査の

ために行なわれてきたかがわかり，ま

た先祖のために神殿の儀式が執行でき

るようにするため，これからどんな仕

事をすればよいかも知るこ とが で き

る。今 日では教会のプログラムとして

神殿に個人の名前を提出することがで

きるので，かってな く系統立った覚え

の書を必要 としている。名前を集め，

儀式を執行するにあたっては，各家族

全員の儀式が確実に行 な わ れるよ う

に，家族の記録を系統的な方法で作成

しておかなければな らない。 、

覚えの書を持つ大きな理由は，子孫
'のために信仰の記録を残 し

，先祖が彼

らと同 じような幸せ と喜びを経験 した

ことを知 らせて，確固たる気持を持っ

て彼 らが信仰を堅持できるようにする

ことである。先祖はまた，彼 らと同じ

困難と心痛，さらに同じ誤まった判断

を経験 してきたのである。それによっ

て子孫は，神が，戒めを守ろうと努め

るすべての神の子 らの罪を赦 し，祝福

を与えたもうことを知るのである。

こうして私たちは，覚えの書から，

家族の目標を定めることができるはず

である。覚えの書は実際単なる道具に

すぎない。 しかし，道具がなければど

うして築 き上げる.ことができるであろ

うか。

家族の各人の覚えの書は，高価なも

のである必要はない。教会のすべての

.ワー ド部には，覚えの書の用具の入手

を喜んで助けて くれる神権指導者がい

る。 この責任を受けているのが大祭司

グループ リーダーである。また，グル

ープ リーダーと定員会会員は，教会員

が主の勧告に従えるよう助けるために

力を尽 くして くれることであろう。

覚えの書は，私たちが幸せで一致し

た家庭生活を営めるよう助けるもので

ある。私はこの業が真実のものである

ことを知っており，ここにそのことを

証する。

ローヤル兄 弟は過去10年 間，系

図協会の書記長を務めて きた。

また，5年 間パ イオ ニア ・ステ

ーキ部 高等評議員を務め，現在

ソル トレー ク ・ステー キ部 キャ

ピ トル ヒル第2ワ ー ド部で福音

の教義 クラスの教師 を し て い

る。
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末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会第144回 年 次総 大会における説教

神 のみ わざ を清 く押 し進 め る

スペ ンサ ・W・ キ ンボール大管 長

兄 弟姉 妹 ， 友 人 の方 々，今 年 もま た，

主 な る救 い主 イ エ ス ・キ リス トの生 誕

の 月 ，4月 が巡 って きた。 私 た ち は4

月6日 に そ れ を祝 って お り， ま た ， こ

の 週末 に末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教

会 第144回 年 次 総 大 会 が 催 され て い る 。

先 の3回 の大 会 は指 導 者 に ハ ロル ド

・B・ リー大 管 長 を迎 え て い た が
， 今

大 会 は そ の姿 が 見 え な い。 実 に寂 しい 亀

こ とで あ る。 リー大 管長 は 多 くの才 能

を持 った 力 と勇気 の人 で あ り， ひ と筋

に主 の教 え に従 う人 で あ った 。

12月26日 に私 た ちは彼 を 失 った 。 彼

は難攻 不 落 の 山 にそ び え る巨 大 な峰 で

あ った。 彼 は 永遠 の 時 に大 きな 足 跡 を

残 した 。

ジ ョー ・M・ シ ョー姉 妹 が 追 悼 の詩

を書 か れ た が ，私 はそ れ を も って ， 謙

遜 に真 心 か ら， ハ ロル ド ・B・ リー大

管 長 へ の私 た ちの 愛 を 表 明 した い と思

う。 同 時 に こ こ に， リー姉 妹 の 同席 を

得 られ た こ と を感 謝 す る次 第 で あ る。

神 の予 言 者 ハ ロル ド ・B・ り一大

管 長 に寄 せ て

予 言 者 す で に逝 き，神 の聖 徒 ら

墓 に立 ちて悲 しむ。

我 ら泣 き，天 は泣 き，涙
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冬 の 芝土 に した た る。

生 きかつ死に，その言葉の

価を知らざる者あり。

かの人生の予言者たるを

知 らぬがため。

遠国に住み，声聞かず，

面見ず，触れ しことなき者の

かの人に慰めを受 くるあり。

かの人のやさしき慈愛を知る者あ

り。

予 言 者 の胸 中近 くに住 み ，

ひ ざ まず き， 相 祈 る者 あ り。

気 高 き人 とま み え ，

彼 ら， か の人 の愛 の手 を 知 る。

かの人を知 りし我，かの名をほめ

たたう。

かの人を今知る我。

我 ら天とともに泣きし十二月の

悲しき日は胸に久 しく残るべ し。

私たちは大管長の逝去を悼 み 惜 し

む。 しか し今となっては，残 された私

たちにはただ前進あるのみである。

記者会見では，例にもれず， 「大管

長，教会を指導する立場に立たれまし

たが，これか らどうなさいますか」 と

尋ね られた。

私の答えはこうであった。十二使徒

としての過去30年 間，私は現在ある包

括的で完全なプログラムの編成や方針

設定にわずかばかりしか関与 してこな

かった。また，近い将来に大きな変更

が加えられるとも思わない。ただ，既

存のプログラムの幾つかに特に力を入

れたいと望んでいる。今は，私たちの

努力をさらに結集 し，プログラムを強

固なものとし，方針を再確認する時で

ある。

私たちは，今教会の最大の問題が急

速な発展にあることを認めている。教

会員数の増加ぶりは異常とも言 うべき

で，ここ数年で倍増 している。30年 前

の数十万人が，今は300万人を越える。

1943年 に私が初 めてステーキ部を訪問



す る責 任 を受 け た と きに は146で あ っ

た ス テ ー キ部 か， 現 在 は635ほ とに な

って い る。1943年 に は38の 伝 道 部 か ，

現 在 は107で あ る。 当 時海 外 に ス テ ー

キ部 は な か った が，今 で は70を 数 え る 。

この空 前 の発 展 は喜 び で あ る が， 同 時

に非 常 な チ ャ レ ンジ で あ る。 しか しi数

を清 く保てるように助ける こ とで あ

る。そうするときに，私たちに関係あ

る幾つかの重要な事柄か再認識 される

であろう。

ひとつは，私たちの社会に対する責

任である。主はこの神権時代の初期に

政府に対する回復 された教会の取るべ

字 は二 の次 て あ る。まず 大 切 な こ とは ，

す べ て の人 か 永 遠 の 生 命 を 得 る こと て

あ る。 そ こで1974年 の 一 大 チ ャ レン ジ

は ，急 増 す る教 会 員 の ユ ニ ソ トに よ く

灘諜繋驚齢篇

き立場を明 らかにされた。予言者ジ ョ

セブ ・ス ミスに与えた啓示の中で，主

はこう言われた。 「さて，われ誠にこ

の国の法律に就きて汝 らに告 く 。

立憲的にして，且つ権利と特権とを支

持 してかの自由の主義を擁護するこの

国の法律は，すへての人類に属 し且つ

わか前に正 しとせ らる。 この故に主な

るわれは，汝 がこの国の立憲的法

律なるその法律の力となることを正 し

と認むるなり。」(教義と聖約98：4-6)

教会はその後， この啓示に呼応 して

次のような信仰箇条を表明した。 「わ

れらは，王，大統領，統治者，長官に

従 うべきを信 じ，また法律を守り，敬

い，支うべきを信す。」(信 仰箇条第12

条)

1835年 の総会て，教会は満場一致で

「ひろく政府およひ法律に関する所信

の宣言」を採択した。その内容は次の

通 りである。「われ らは信す。すへ て

政府 は政府の法律を施行せんかため，

必然吏員およひ長官 らを要す。而 して，

公平と正義とを以て法律を行 う如き人

物は，これを求めて共和国の場合なら

は人民の投票により，他の場合にはま

た主権者の意志によりて支持すへきな

り。」(教 義と聖約1343)

1903年 にジョセブ ・F・ スミス大管

長は語 った。 「教会(と して)は政治に

関与 しない。教会員個人か自分の意志

で特定の政党に属するのてある。 」

(``丁舵P70∂ α∂16Cα πsθ"『相当の

根拠』 「インプルーブメン ト・エラ」

!903年6月 号， 〔英文〕P.626)

1951年 の10月 大会で，大管長会はこ

のように述へている。

「私たちの一致を脅かすものは，熱

狂的な政治論争から発展 した見苦 しい

個人閥の対立てある。教会は公平，正

義， 自由を基礎 とした良い政治 と，役

人の清廉潔白なこと，あるいは教会員

か政冶に盾発に参加すること，市民盾

動の義務を果たす ことなとの諸原則を
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唱道 す る権 利 を有 しなが ら も， 個 人 の

選 択 と参 加 の 自 由 を何 ら圧 迫 しな い。

… … それ に反 した説 明 をす る者 は権 威

な く間 違 い を犯 す 者 で あ る 。」(ス チ 「

プ ン ・L・リチ ャ ーズ 長 老 ，Co卿7飢oθ

R砂07'「 大 会 報 告 」，1951年10月 ，〔英

文 〕P.114，115)

私 た ち は， 政 府 と政 治 に関 す る現 在

の教 会 の立 場 を示 す も の と して ， 上 記

の声 明 を再 確 認 す る も ので あ る。

す べ て の末 日聖 徒 は， 立 憲 的 な そ の

国 の法 律 を支 持 し》 敬 い， 従 うべ きで

あ る。

教 会 の前 例 の な い発 展 に伴 う第2の

問題 は， 世 の こ とで あ る。 険 しい 山 や

深 い谷 ， 熱 い砂 漠 や底 知 れ ぬ海 で は な

く， あ ま りに も多 くの教 会員 が迎 合 す

るそ の生 き方 の こ とで あ る。 ら

「世 と世 に あ る もの とを
， 愛 して は

い け な い。 も し， 世 を 愛 す る者 が あ れ

ば ， 父 の愛 は彼 の うち に な い 。 す べ て

世 に あ る もの ， す な わ ち， 肉 の欲 ， 目

の欲 ，持 ち物 の誇 は ， 父 か ら出 た もの

で は な く， 世 か ら出 た もの で あ る 。」

(1ヨ ハ ネ2：15，16)

世 は， 私 た ち の生 活 を少 しず つ侵 食

す る。 恐 ろ しい こ とで あ る。 多 くの 者

に と って ，世 に あ りな が ら世 の もの と

な らな い こ とは ，何 とむ ず か し く思 わ

れ る こ とか 。

主 は イ ザ ヤを 通 じて，こ う言 わ れ る。

「わ た しは そ の悪 の た め に世 を罰 し，

そ の 不 義 の た め に 悪 い 者 を 罰 し， 高 ぶ

る者 の誇 を と どめ ， あ らぶ る者 の 高 慢

を低 くす る。」(イ ザ ヤ13：11)

サ タ ンは 主 を 非 常 に高 い 山 に連 れ て

行 き， 「も しあ な た が ， ひ れ 伏 して わ

た しを 拝 む な ら， これ らの もの を 皆 あ
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な た に あ げ ま し ょ う」(マ タイ4：9)

と約 束 した。

「これ らの もの」 とは邪 悪 の きわ み ，

悪 徳 の 地 ， 肉 の 喜 び， 肉欲 の誘 惑 で あ

った 。

昔 ， 主 は綿 密 な計 画 を され た末 ， こ

う宣 言 され た。 「見 よ， これ わが 業 に

して わが 栄 光 ， す な わ ち人 に不 死 不 滅

と永 遠 の生 命 とを もた らす な り。」(モ

ー セ1：39)

さ らに， 「・・… ・か く して汝 らす べ て

の罪 よ り清 め られ， この世 に於 て永 遠

の生 命 の言 を受 け， 来 るべ き世 に於 て

永 遠 の生 命 ， ま こ とに不 死 不滅 の栄 光

を受 くる な り」(モ ー セ6：59)と 。

肉 の働 きは数 多 い。 そ れ は パ ウ ロが

述 べ た通 りで あ る。 「… …苦 難 の 時 代

が来 る。 そ の 時， 人 々 は 自分 を 愛 す る

者 ， … …無 情 な者 ， 無 節 制 な 者 … … と

な るで あ ろ う。」(皿 テ モ テ3：1-3)

「… … す な わ ち，彼 らの 中 の 女 は， そ

の 自然 の 関係 を不 自然 な もの に代 え，

男 もま た 同 じ よ うに女 との 自然 の 関 係

を捨 て て，互 に そ の情 欲 の炎 を燃 や し，

男 は 男 に対 して恥 ず べ き こ とを な し，

・… ・悪 事 を た くらむ者 … とな り， …」

(ロ ー マ1：26，27，'30)盗 む 者 ， 大

酒 飲 み ，奪 う者 とな るで あ ろ う。

「不貞 の や か らよ。世 を 友 とす る の

は ，神 へ の敵 対 で あ る こ と を， 知 らな

い の か。 お お よそ 世 の 友 と な ろ うと思

う者 は ， 自 らを 神 の 敵 とす る の で あ

る。」(ヤ コ ブ4：4)

これ が ，私 た ちが 世 と呼 ん で い る醜

い行 な い の 幾 つ か で あ る。

主 は十 字 架 につ け られ る直 前 に こ う

嘆 願 され た。 「わ た しが お願 いす る の

は乳 彼 らを世 か ら取 り去 る こ とで は な

s

く，彼 らを悪 しき者か ら守って下さる

ことであります。」(ヨ ハネ17：15)

これは私たちが常々捧 げている祈 り

であり，教会員が正 しい生活によって

聖められ ることこそ，私たちが努力を

傾けている点である。

パウロは上記の醜悪な罪 の 数 々 を

「悪霊の教」と呼び，その張本人を 「惑

わす霊」 と呼んだ(1テ モテ4：1参

照)。 そのゆがんだ生活は今世紀も変

わってはいない。む しろますますひど

くなり，世間に許容され，広められ，

悪化の一途をたどるばか りである。

私たちは世界各地の教会員に申し上

げたい。 「神に従いなさい。そして，

悪魔 に立ちむかいなさい。 そ うす れ

ば，彼 はあなたがたから逃げ去 るであ

・ろう。」(ヤ コブ4：7)

私たちの説教は，一面，再認識 と再

保証の説教である。私たちは教会員に

「聖地に立て」 とはっきり申し上げた'

い。(教 義と聖約45：32)

今日私たちが語 っているのは新 しい

教義ではなく，創造のときからの教え

である。 ・

世の情勢と忍び挿 悪の影に・ばく

然とした不安感を抱 く人があるかもし

れない。しかし主は言われた。「……も

し汝 らに備えあらば怖るることなか ら

ん。」(教義 と聖約38：30)そ して，「わ

たしは平安をあなた が た に 残して行

く。……あなたがたは心を騒がせ るな，

またおじけるな」(ヨ ハネ14：27)と 。

あなたがたは導 きを求めてここに来

られた。その指標を与えることが，指

導者の目的である。兄弟たちが語ると

き，あなたがたは主のみたまを感 じる

であろう。福音は私たちの生活に目的
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を与 え る。 そ れ は幸 福 へ の 道 で あ る。

エ ライザ ・R・ ス ノ ー姉 妹 は， 主 に

うた

ついてこう詩 った。

「光 と生命の道をしめし，

主は神のもとへ導 きます」

(末 日聖徒讃美歌，72番)

さて，家族は基礎である。私たちは

天父の子供である。そして天父が私た

ちを愛 しておられるように，私たちは

子孫に結ばれている。す べての徳はキ

リス トの福音に合致する。

.その光に照 らされた道は，私たちを

正常で清 らかな男女交際へ導 き，それ

はやがて完き権能を持つ神のしもべが

永遠にふたりを結び固める，あの聖壇
『
での清 らかな結婚に至るのである。ヘ

ブルの聖徒たちはこう教 え られ た。

「すべての人は，結婚を重んずべぎで

ある。また寝床を汚 してはならない。

神は，不品行な者や姦淫をする者をさ

ばかれる。」(ヘ ブル13：4)

そして，結婚を非難 したり後回しに

したり禁止した りする人々を，パウロ

は責めた。結婚の責任を回避するのは

おおむね利己的であったり，冷淡で自

己中心的であったりという気持からで

ある。結婚反対の主張をす る者 は 多

い。教会員です ら，結婚を延ばしたり，

異議を唱える者がある。それ らの 「悪

霊の教」にあざむかれる人々のすべて

に対して，私たちは正常の状態に立ち

戻るよう勧告する。私たちは，あらゆ

る人が真の幸福の基礎として，正常な

結婚を受け入れるよ うに と呼びかけ

る。主は人間に，性を慰み物として与

えられたのではない。もともと結婚は

家族を前提としたものである。詩篇作

者は言 った。 鼠.

「見 よ， 子 供 た ち は神 か ら賜 わ った

嗣 業 で あ り， 胎 の 実 は報 い の賜 物 で あ

る。

矢 の 満 ちた 矢 筒 を 持 つ 人 は さ い わ い

で あ る。 … … 」(詩 篇127：3，5)

栄 え あ る親 とな る機 会 を 故 意 に拒 否

す る者 は ， 哀 れ む べ きで あ る。 親 で あ

る こ との 大 きな 喜 び は， 本 来 の 満 た さ

れ た生 活 に 欠 くこ との で きな い もので

あ る。 初 め に 神 が .こう命 じて お られ る

こ とを ，私 た ちは 知 って い る。 「生 め

よ ， ふ え よ，地 に満 ち よ， 地 を 従 わ せ

よ。 … … 」(創 世1：28)

そ の 時 ，記 録 者 は こ う記 して い る 。

「神 が造 った す べ て の 物 を 見 られ た と

ころ， そ れ は ， は な は だ 良 か った 。 …

…」(創 世1：31)

私 た ち の神 権 時代 に は こ う啓 示 され

た。 「… … そ は ， この処 女 た ちは わ が

誠 命 に よ りそ の子 孫 の殖 え て 地 を 充 さ

ん た め， ま た永 遠 の世 に於 て 最 高 の 栄

に進 み， か くして人 々 の霊 を 生 ま ん が

た あ に彼 に与 え られ た れ ば な り。 こ こ

に於 て わ が 父 の御 業 は絶 ゆ る こ と な

く， か くして 御 栄 は父 に在 る な り。」

(教 義 と聖 約132：63)

私 た ち は世 を風 靡 す る離 婚 の風 潮 を

非 難 す る もの で あ る。 す べ て夫 は 一生

涯 妻 を愛 し， い つ く しみ ，守 り，妻 は

夫 を愛 し， 敬 い， 支 持 す べ きで あ る。

歴 史 家 モ ー セ は主 の み言 葉 を告 げ て言

，う。「そ れ で 人 は そ の 父 と母 を 離 れ て ，

妻 と結 び合 い， 一 体 とな る の で あ る 。」

(創 世2：24)

パ ウ ロ は言 う。 「妻 た る者 よ。 主 に

仕 え る よ うに 自分 の夫 に仕 え な さ い。

キ リス トが 教 会 の か し らで … … あ られ

る よ うに， 夫 は妻 の か し らで あ る。

夫たる者よ。キリス トが教会を愛し

てそのためにご自身をささげられたよ

うに，妻を愛 しなさい。

それと同 じく，夫 も自分の妻を，自分

のか らだのように愛さねばならない。

自分の妻を愛する者は，自分自身を愛

するのである。自分自身を憎んだ者は

いまだかつて，ひとりもいない。かえ

って，おのれを育て養 うの が 常であ

る。」(エ ペソ5：22，23，25，28，29)

これはよく，夫にも妻にも誤解され

やすい聖句であるが，よくよく思いは

かり，天父のみこころに反 しないぶう

にしなさい。キ リス トが教会を導かれ

たように夫が家庭を導 くとき，不満の

声はほとんど聞かれないであろう。

あなたの知 っている離婚を考えてみ

なさい。ほとんどの場合，そこに利己心

が存在することを発見するであろう。

たいがいの離婚は不 当で，弱 さとわ

がままから起 き，当の本人たちが大き

な不幸に見舞われるばかりか，かわい

そうな子供たちの心を引き裂 き，ぬ ぐ

いがたい打撃を与える。

汚れない子供たちが親の罪の結果を

被るとき，親の利己心もそこにきわま

る。離婚 した人々は，いがみ合う家庭

で育つより片親のもとで育てた方がよ

いとよく言 うが，そのもっともらしい

主張に対す る答えはこれである。いが

み合 う家庭に争 うような親は不要であ

る， と。

たくさんの離婚事例を調べた人があ

り，そのほとんどがわがままに起因す

ることを発見 した。できるだけたくさ

ん取って，できるだけ少なく与えよう

とする態度である6調 査では，当事者

の90パ ーセントほどが離婚事由に双方

371



L

または片方の不貞をあげていた。

不貞はまった くのわがままである。

その罪に，他を思う心がたとえ一片で

も見いだせ るだろうか。従 って，善卑

な夫婦がもしわがままを捨 て る な ら

ば，一致 もできるであろう。

繰 り返そう。増加 しつつある堕胎は

罪悪行為である。計画的堕胎の恐ろし

い罪は正当化 しがたい。外聞を恐れて

面子のためとか，不都合を処理する，

責任を逃れるなどのために堕胎を行な

うことは，もってのほかである。その

ような手術をどうして甘受 で き よ う

か。また経済的に援助を与えたり，励

ましたりどうしてできようか。特殊な

場合に正 しいとされること は あ って

も，それはごくまれである。私たちは

堕胎を罪の中でも重い も の と し，断

固，民に警告するものである。

「堕胎は今 日の最 も忌まわしく，罪

深い行為の一つである。なぜなら，こ

の恐ろしい堕胎容認が，性的な不道徳

をもたらしているからである。」(「神

権会報」1973年2月 ，P.1)

幻覚剤については，「……教会は，幻

覚剤および類似の薬物を常用すると，

肉体的，精神的な欠損をきたしたり，道

徳基準を低下させたりするので，誤用，

悪用することに一貫 して 反対 して き

た。」私たちはこの宣言を再認識する。

サタンのたくらむ最 も恐ろしい悪事

のひとつとして，私たちは子供から老

人までの全教会員に，，肉体の誤用から

来る束縛と苦痛と悔恨の縄目に甘んじ

ることのないよう，声を大にして警告

するものである。

人の体は神の霊の子が宿る神聖な幕

屋であめ，不当な扱いや神聖を汚す行
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為は，ただ痛恨と後悔をもた らすのみ

である。従 って，汚れな く，清 くあり

なさい，と勧告したい。

ユダは言 っている。 「……終りの時

に，あざける者たちがあ らわれて，自

分の不信心な欲のままに生活するであ

ろう。」(ユ ダ18)

私たちはペテロと共に， 「たましい

に戦をいどむ肉の欲を避けなさい」と

勧める。(1ペ テロ2：11)見 苦 しい

露出行為やポルノグラフ ィー，その他

心 と霊を汚す逸脱 した行動を避けなさ

い。 自分の体であれ人の体であれ，愛

撫 してはならない。正 しい結婚関係に

よる以外は性交渉を避けなさい。これ

は私たちの造 り主がいかなる場所，い

かなる時にも禁 じておられることであ

り，私たちはそれを再確認する。結婚

生活においてさえ，度を過ぎた行為や

ゆがんだ形が存在す ることもあろうd

反することをしてい くら正当化に努め

て も，天父の失望をとりなすことはで

きない。 これに関 して，有名な伝道者

ピリー・グレアムの言葉を引用しよう。

「……聖書は神が造 り，神が定め，

神が祝福されたものとして性 と性の正

しい行使を公にしている。神御 自らが

ふたつの理由で，両性に引き合 う力を

与えられたことは明白である。ひとつ

は人類の繁殖，ひとつは夫婦が真に一

体となるための愛の表現である。神が

人i類最初の男女にr一 体となれ』 と命 .

じられたことは， 『生めよ，ふえよ』

との戒め同様に重要であった。

聖書は，性に関する罪悪は，性に内在

する何かいや しいものを利用すること

ではな く，清 く善であるものを悪用す

ることを明白にしている。また，性は

～

すば らしい従者になり得るばかりが，

恐 ろしい主人にもなり得ること，愛 と

友情と幸福を培 うこの上ない原動力 と

なり得 るばかりか，世にある力の うち

最 も破壊的な力になり得ることを，は

っきりと教えている。」(ビ リー ・グレ

アム``π 乃認 丁乃6B必16Sα グS/1∂0%彦

Sθκ"「 性について聖書は言 う」Rθ α一

46〆sD忽2s'「 リーダーズ ・ダイジェ

ス ト」1970年5月 号 〔英文〕)

私たちは，あ らゆる形の不貞行為に

対 して，堅 く変わ らぬ反対の立場をと

ることをここに再認識する。

さて，教会員の母親たちには神聖な

役割がある。以下の文は大管長会の声

明の抜粋である。私たちはこれを断固

再認識するものである。

.「この.ように，母親になることは神

聖な召しとなる。主の計画遂行への聖

なる献身。 自らの第一の位を保ち，r何

にてもあれ，主なる彼 らの神の命 じた し

まわんすべてのことを彼 らが為すや否

やを見ん』(ア ブラハム3：25)た め

に第二の位の地上へ送 られる人々を，.

肉体，精神，霊 ともに養い育てること

への献身である。彼 らが第二の位を保

つように導 く こ と は母親の務めであ

る。 『第二の位を保つ者は，とこしえ

に栄光をその頭に 附け加え られん。』

(アブラハム3：26)

この母親の神聖な務めは母親だけに

できるものであって，他のだれにも譲

り渡せないもの で あ る。乳母がしか

り，保育所 しか り，子守 りしかり。た

だ母親だけが，父，兄，姉の愛の手に

助けられて要求に応 じる充分な世話が

できるのである。

金銭のため，名声のため，あるいは



社会奉仕のためとはいえ，ほかの仕事

のために 子供を 他人の手に 預ける母

は， 『わがままにさせた子はその母に

恥をもたらす』(箴言29：15)こ とを，心

に銘記するがよい。 この時代に主は言

われた。両親が子供に教会の教義を教

えないならば， 『罪その両親の頭に留

るべし』 と。(教 義 と聖約68：25)

母性は神性に近い。それは人にでき

る最 も気高 く最 も神聖な務めである。

その聖なる召 しを尊ぶ女牲は，天使に

次 ぐ者である。あなたがたイスラエル

の母よ，神はあなたがたを恵み，守 り，

勇 気 と力 ，信 仰 と知識 ，聖 な る愛 と義 務

へ の 献 身 を 与 え た ま い， あ な たが た 自

らの 聖 な る召 しを 存 分 に果 た させ た も

う。 母 親 な らび に未 来 の 母 親 た ち よ 。

純 潔 で い な さい 。 清 さを 保 ち な さ い。

正 し く生 活 しな さい 。 あ と に続 く子 孫

が最 後 の 世 代 に 至 るま で ， あ なた を 祝

福 され た者 と呼 べ る よ うに 。」(「 大 管

長 会 メ ツセ ー ジ」，D63θ7碗N伽S

「デ ゼ レ トニ ュ ーズ 」1942年10月 ，〔英

文 〕P.5)

これ が私 た ち の プ ログ ラ ムで あ る。

再 確 認 を し，神 の み 業 を 清 く， ま っす
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ぐに， 大 胆 に押 し進 め る こ と， そ して

神 を 敬 う生 活 を切 に必 要 と して い る世

に， この 真 理 の福 音 を伝 え る こと。

永 遠 の生 命 が 私 た ち の 目標 で あ る。

そ れ は ， 主 が 私 た ち に示 して 下 さ った

道 に従 う こ と に よ って の み 得 られ る。

そ れ が真 実 で 誤 りの な い こ とを 私 は

知 って い る。私 は天 父 を 愛 し， 御 子 を

愛 し， 弱 い器 な が ら偉 大 な永 遠 の み 業

を押 し進 め る こ とが で き る こ とを誇 り

に思 う。 これ らの す べ て を真 心 か らへ

り くだ り， イ エ ス ・キ リス トの み 名 に

よ り証 申 し上 げ る。 ア ー メ ン。

祈 り の 重 要 さ

第 一 副 管 長

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

私はちょうど1年前の聖会で，教会幹

部や中央管理会役員の支持 と同時に，

末日聖徒イエス ・キリス ト教会の予言

者，聖見者，啓示を受ける者，新大管

長として，ハロル ド・B・ リー大管長

の支持を求める責任を与えられた。

リー大管長は万人か ら愛 され，尊敬

された傑出 した力強い指導者であり，

教会を管理 した短期間に多 くのことを

成 し遂げた。私たちは皆，その逝去を

驚き，悲 しんだ。 しか し私たちは，主

が豊かな報いとまた別の仕事に召すた

め，彼を呼び戻されたことを承知 して

いる。 リー大管長の逝去に引き続 き，

私たちの愛するスペンサー ・W・ キン

ボール大管長が末 日聖徒イエス ・キ リ

ス ト教会大管長，予言者，聖見者，啓

示を受ける者 として召 され，任命 と聖

任を受けた。

私はキンボール大管長が主によって

選ばれ， この時期に教会を管理するよ

う予任 されていたことを証したい。 こ

こに彼が健康体をもってこの栄誉にあ

ずか り重責につ くまでには，数々の奇

跡が行なわれている。キンボール大管

長は各：地のステーキ部大会 と今期の聖

会で心か らの支持を受けた。彼の補佐

として召 されたことは，実に名誉であ

り特権であり祝福である。私は， 自分

の決意 と合わせ，主から知恵 と判断力

と霊感 と能力をたまわって，大管長の

指示のもと，大管長にも主にも認めら

れる働きをなし，地上の神の王国建設

に力を捧げたいと願い，祈 るものであ

る。

私は各地の全教会員に呼びかける。

予言者，聖見者，啓示を受ける者，イ

エス ・キリス トの使徒，王国なるキリ

ス トの教会の大管長に神より召された

者 として，彼を一致団結 して受け入れ，

支持す るように。また，自分に課せ ら
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れた責任を果たして，正義を押 し進め，

自己の救いと昇栄をかち得 るように。

さらに主は言われ る。

「この故に汝 ら教会員は，彼が上 よ

り受 くるままに汝 らに与 うる誠命と彼

の言 とを皆心にとめてよ く聞き，わが

前に全 く聖 き道を履むべきなり。そは

彼の言は，汝 ら全 き忍耐 と信仰とを以

て，あたかもわが口より聞 くが如 くに

ζれを受け入 るべきなればなり。これ

らのことを為 さば，地獄の門も汝 らに

打 ち勝たざるべし。而 して，誠 に主な

る神は汝らの前 より暗闇の力を追い払

い，汝 らの為と神の御名の栄光のため

にもろも.ろの天をも震い動かしめん。」

(教義と聖約21：4-6)

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会が主

の指示により組織されたのは今か らち

ょうど144年 前で，この末の世のキリ

ス トの教会の初代大管長 として主より

召されたのは予言者ジョセブ ・ス ミス

であった。そのときに先ほど引用した

指示が教会員に与えられたのである。

神の王国建設を促進 し，真理 と正義を

広め，人々をキリス トに導 くことは私

たち全員の責任である。

また来週は，主なる救い主がかの偉

大な復活の奇跡によって死のかせを砕

き，復活体として墓からよみがえ られ

たごとを祝 う記念の日である。あ らゆ

るキリス ト教徒が生ける神の子イエス

・キリス トのなしたもうた大いなる犠

牲に感謝の心を向けることは，自然で

あり当然な正 しいことである。主はあ

なたがたや私を含めて全人類のために

罪の赦 しを受け，復活し，不死不滅と

永遠の生命にあずかるようにと，みず

からの命を捧げて下 さった。なぜな ら

ば主が言われているように， 「……こ
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れわが業にしてわが栄光，すなわち人

に不死不滅 と永遠の生命 とをもたらす

なり」(モ ニセ1：39)だ からである。

そしてまた， 「永遠の命 とは，唯一

の，まことの神でいますあなたと，ま

た，あなたがつかわされたイエ1ス・キ

リス トとを知 ることであります」(ヨ

ハネ17：3)と も言われた。

ヨハネはこう記録 している。 「イエ

スは……言われた， 『わたしはよみが

えりであり，命であるσわた しを信 じ

る者 は，たとい死んでも生きる。また

生 きていて，わた しを信 じる者は，い

つまでも死なない。……』」(ヨハネ11：

25，26)

イエス ・キリス トの犠牲と大いなる

復活の奇跡 と世に対するキリス トの教

えについて，今大会で多 くのことが言

われた。これか らもまたさらに語 られ

るであろう。私たちはただキリス トに

より2キ リス トを通 して：のみ復活と死

後の生命への希望を抱 くことができる

のである。主は予言者たちや御 自身の

教えを通 じて，私たちに生命 と救いの

計画を与えられた。それを受け入れ，

従 うならば，地上にあってものちの永

遠の世}とあっても，最 も大いなる喜び

と成功 と幸福が得 られるであろう。主

は地上におられた間に祈りの重要さと

いかに祈 るかを教え られた。 しば しの

時間をとって，それについてお話 した

いと思 う。

主は言われた。

「また祈る時には，偽善者たちのよ

うにするな。彼 らは人に見せようとし

て，会堂や大通 りのつ じに立 って祈 る

ことを好む。……

あなたは祈 る時，自分のへやにはい

り，戸を閉じて，隠れた所においでに

なるあなたの父に祈りなさい。すると

隠れた事 を 見ておられる季なた の 父

は，報いて くださるであろう。

…∴・くどくどと祈るな……6

だか ら，あなたがたはこう祈 りなさ

い，(「だか らあなたがたはこう生

活しなさい」と言いかえることも

できよう。)

天にいますわれ らの父よ，

御名があがめられますように。

御国がきますように。

みこころが天に行われるとおり，

地にも行われますように。

わた したちの日ごとの食物を，

きょうもお与えください。

わたしたちに負債のある者をゆるし

ましたように，

わたしたちの負債をもおゆるしくだ

さい6

わたしたちを試みに会わせないで，「

悪 しき者からお救い ください。王国

と力と栄光とは，永遠にあなたの

ものだか らです。アーメン。(マ

タイ6：5-7，9-13，13は 欽定

訳)

これは主の祈 りとしてよく引用 され

決め られたときにそのままを繰 り返す

ものと考えられているが，現 に主は「こ

のようにして祈 りなさい」 と言 ってお

られる。それは，主の言われたことは

しっか り胸にとどめるべきだが，祈 り9

は私たちと天父 との直接の個人的な関

係であり，感謝の気持ちを自分の言葉

で率直に表現 し，そのときに必要な導

きと祝福を願 う，真心からのものでな

くてはならないということである。

まず，主が言われた通り，心を集中

して天父に話ができるように，戸を閉

めて世のわず らいを避けな くてはなら



ない。主が教えられた この簡単な祈 り

の言葉の意味を考えてみよ・う。

主は 「天にいますわれ らの父よ」と

言われた。この言葉か ら，神は私たち

の父，全人類の父であることがわかる。

また，だれであってもどこにあっても，

すべての人は神を天にいますわれ らの

父よと呼ぶように勧め られている。前

もって約束がな くとも天父のところへ

行き，天父がそこにおられて話を聞き，

祈 りに答えて下 さると知 って率直に思

いを打ちあけることができるのは，何

とすばらしいことであろうか。私たち

は神が天にあって生 きておられ，私た

ちが天父の霊の子供であり，御子イエ

ス ・キリス トがだれにでも神を父と知

って呼び求めるように教えられたこと

を知っている。

次に主は 「御名があがめられますよ

うに」と言 われた。私たちの日々の行

ないに，特に礼拝するときに，神のみ

名をあがめることはいかに大切であろ

うか。私たちは，み名を聖いものとし

て尊び，他の人 もそうするように手伝

ってこそ，神のみ名をあがめることが

できる。また私たちは，愛と敬慶を示

し，真心をもって礼拝 し，神の栄光と

なるすべてのことを行なって，み名を

あがめるべきである。

「御国がきますように。みこころが

天に行なわれるとおり，地にも行なわ

れますように」。 この言葉 を 考えると

き，私たちはそれが成就できる道はた

だひとつ，天父を自分の神として受け

入れ，戒めを守 り，：地上の神の王国発

展のために働 くことであると，認識 し

な くてはな らない。神の教会，神の王

国は現在地上に樹立されているが，私

たちが神の教えを受け入れ，教えに従
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い，それを世に伝えて初めて，教会は

確立するのである。

主は1931年 に予言者 ジョセフ ・ス ミ

スに言われた。

「神の王国の鍵iはこの世の人の手に

委任 され，福音はここより転 じ行きて

世の果にまでも達せん。あたかも人手

によらず山より切 り出されたる石の転

がり出でて，ついに全世界に充 ち満つ

るが如 し。

主の御名を呼びてこの世に神の王国

を来 らせ，世に住める人々をしてこれ

を受け，来るべき時代の備えを為さし

めよ。その時，人の子は地上に建てら

るべき神の王国にかなうため，彼の栄

光に輝 く衣を召されて天の中より降 り

たもうべ し。これを以て，願わくは天

の王国の来 らんため，まず神の王国を

出で行かせたまえ。神よ，か くして天

に於ける如 く，地に於ても栄光あらせ

たまえ。またか くして，汝の敵を征服

したまえ。誉と能力と栄光とは，とき

はかきはに神のものなればなり。ア』

メン。」(教義と聖約65：2，5，6)

みこころが行なわれますようにと祈

る人は，自分の分を果たすための用意

をしなくてはならない。私がまだ少年

の頃，父は，「祈 りに答えてほしいなら

自分で頑張るがいい」と言った。 自分

で何かをする用意もなく，御国がきま

すように，みこころが行なわれますよ

うにと祈ってもむだである。

「わた したちの日ごとの食物を，き

ょうもお与えください」という言葉を

考えるとき，それを 「わた したちの日

ごとの必要物を，きょうもお与えくだ

さい」と言い換えることができよう。

私たちは持ち物のすべてをまった く主

に頼っていることを認識すべきだか ら

376

である。主 は私たちの造り主，すべて

のものを与えて下さる御方である。主

は私たちに，思考 し，推理 し，学び取

る頭脳を与えてノ私たちが知識 と技術

を用いて物を豊かに生産 し，自分の用

を満たし，隣人にも分けるようにと望

んでおられ る。私たちは自分に必要な

すべてのことと， 自分のためになるす

べてのことについて祈 るように勧めら

れている。ふ さわしい状態で天父を呼

び求め， 日常生活の恩恵 とすばらしい

祝福のすべてに感謝を表わし，助けを

願 うことはいかに大切であろうか。祈

るときに，それ らの祝福を自分や他人

のために，また主のみ業 と主の御名の

栄光のために賢明に用いようと決意す

べきである。私たちが神のみ こころを

行なってこそ，主権者たる神を認める

ことになるのである。

「わたしたちを試みに会わせないで，

悪しき者か らお救い ください。」 この

言葉を考えてみると，天父が私たちに

聖典を与え，予言者を送って私たちを

教えて下さり，私たちがその教えを受

け入れたときに誘惑が避 けられること

を認識すべきである。戒めを守 り，イ

エス・キリス トの教えに従えば，誘惑に

対抗する力が与え られる。また，悪の

誘惑を受けるような立場に身を置かな

いので，私たちは悪か ら救われる。

マルコ伝にはこう書いてある。 「誘

惑に陥 らないように，目をさまして祈

っていなさい。心は熱しているが，肉

体が弱いのである。」(マ ルコ14：38)

私九ちは勇気と力と望みと決意 と，正

直，真実，貞潔，慈善，徳および自分

にしてほしいことを人に行なう能力を

求めて祈 らな くてはな らない。常に祈

りをもらて真理を探究するときに，私

た ちは徳 高 き こ と，，好 ま しき こ と， よ

き聞 こえ あ る こ と， あ る い は褒 む べ き

こ とを た ず ね求 めな くて はな らな い。

そ うす れ ば主 は ，私 た ちの願 い に よ く

答 え て くだ さ るで あ ろ う。 「わ た した

ち を試 み に会 わせ な い で 」 くだ さ い，

そ うす れ ば私 た ち は悪 か ら救 わ れ るの

で あ る。

「わ た した ち に負 債 の あ る者 を ゆ る

しま した よ うに， わ た した ち の負 債 を

もお ゆ る し くだ さい 。」 この言 葉 に つ

いて 考 えて み よ う。 マ タイ の記 録 した

この 言 葉 を ， ル カや マ ル コ と比 べ て み

る と お も しろ い。 ル カは，「わ た した ち

に負 債 の あ る者 を皆 ゆ る します か ら，

わ た した ち の罪 を もお ゆ る し く だ さ

い 」(ル カ11：4)と 書 いて い る。

ま た マ ル コ は こ う表 現 し て い る。

「：また 立 って 祈 る と き， だれ か に対 し

て，何 か 恨 み事 が あ るな らば，ゆ る して

や りな さい 。 そ うす れ ば ， 天 に い ます

あ な た が た の 父 も， あな た が た の あや'

ま ち を ， ゆ る して くだ さ るで あ ろ う。

(も しゆ る さな い な らば ， 天 に い ます

あ な た が た の 父 も， あ な た が た の あや

ま ち を ， ゆ る.して くだ さ らな いで あ ろ

う)。」(マ ル コ11：25，26)

主 は言 づて お られ る。 「主 な るわ れ

は ， そ の赦 さん と欲 す る者 を 赦 す 。 さ

れ ど汝 らに は す べ て の 人 を 赦 す こ とを

求 め ら る。」(教 義 と聖 約64：10)'さ ら

に，私 た ち は7度 を70倍 す る ほ ど，何 回

で も人 を赦 す よ うに と言 わ れ て い る。

私 た ち は， 主 に 自分 の 罪 を 赦 して い た

だ こ う とす る・と きに ，必 ず友 や 隣 人 を

赦 して い る か ど うか ，胸 に 手 を あ て て

問 うて み る べ きで あ る。 私 た ち が皆 ，

隣 人 を愛 し， 赦 した な らば い か に す ば

ら しい こ とで あ ろ うか。 そ う した と き



に，主に自分の悪かった行ないを赦 し

てほしいと願いやす くなり，悔い改め

て悔い改あにふさわしい実を生 じたと

きに，神の赦 しと慈悲を自分に期待で

きるのである。

そのような赦 しについて，聖典は明

快である。こう書かれている。 「もし

も，あなたがたが，人々のあやまちをゆ

るすならば，あなたがたの天の父も，あ

なたがたをゆるして下さるであろう 。

もし人をゆるさないな らば，あなたが

たの父 も，あなたがたのあやまちをゆ

るして下 さらないであろう。」(マ タイ

6：14，15)

さらにまた， 「この故 にわれ汝 らに

告 ぐ，汝 ら互いに赦 し合うべきな り。
'
そは，人その兄弟の過ちを赦さざれば，

その人主の前に罪に値する故 にして，

そは更に大いなる罪なお彼に在ればな

り。」(教義 と聖約64.：9)

私たちの主は十字架の上で，赦 しの

精神の模範を示 された。 「父よ，彼 ら

をおゆるしください。彼 らは何 をして

いるのか，わからずにいるのです」(ル

カ23：34)と 。また，迫害され，石を

打たれた忠実な弟子 ステパノについて

は， 「そして，ひざまずいて，'大声で

叫んだ，r主 よ， どうぞ，この罪を彼

らに負わせないで下 さい』。 こう言 っ

て，彼は眠 りについた。」(使徒7：60)

と書かれている。

この偉大な悔改めと赦 しの原則を私

たちの生活に実践することはいかに大

切であろうか。隣人に悪意や悪感情を

いだいて赦 さない者は，不快と不安な

心を持 った不幸な人で，そのままいく

ならば魂が毒 され，.自分の内に一層大

きい罪を残すことであろう。他人に悪

意や悪感情をいだいていた人が，勇気

と力を得て，あとになってか らその人

のところへ行ってあやまり，愛を示 し

て和解をし，新 しい良い関係を作るこ

とができて，ふたりとも大いに救われ，

幸せになる，といった話は数知れない。

さて，では 「王国と力と栄光とは，

永遠にあなたのものだか らです。アー

メン」 という言葉について考えよう。

再び，神は私たちの父であることが思

い出される。また，私たちの求める王

国が神の王国であること，そしてあら

ゆる善は私たちの力で達成できるので

はなく，神の力と神の栄光によること

に気づ く。私たちは，神の戒めを守り

神と隣人に仕えて感謝を表わすことの

大切 さを知 って，自分の受けているす

べての ものを神に感謝すべきである。

願わ くは，世の救い主，神の御子イ

エス ・キリス トがあなたがたや私のた

めにこの世に来て命を捧げて下さった

ととを常に忘れず，御子あ教えを生命

と救いの道として受け入れ，不犀不滅

と永遠の生命を受ける備えをなして御

子の犠牲を受けるにふさわしい生活を

するように。そう「したときに，私たち

は神のみ名をあがめ， 自みに救いをも

た らすのである。

「アーメン」というのは，言われたこ

とを厳粛に心から確認 し，承認する結

びの言葉である。私たちは自分の言動

でこの言葉を裏付けようではないか。

祈るときには，ゲッセマネの園のイ

エス ・キリス トの祈 りを思い出そう。

「それから，イエスは彼 らと一緒に，

ゲ ッセマネという所へ行かれた。そし

て弟子たちに言われた，rわたしが向こ

うへ行って祈っている間， ここにすわ

っていなさい」。 そしてペテロとゼ球

ダ イの子ふたり とを 連れて 行かれた

が， 悲 しみ を催 しま た 悩 み は じめ られ

た。 そ の と き，彼 らに言 われ た，'『わ た

しは 悲 しみ の あ ま り死 ぬ ほ どで あ る。

こ こに待 って い て ， わ た し と一 緒 に 目

を さま して い な さい』。 そ して 少 し進

ん で行 き， うつ ぶ しに な り，祈 って言

わ れ た ， 『わ が 父 よ， も しで き る こ と

で した ら ど うか， この 杯 を わ た しか ら

過 ぎ去 らせ て くだ さい 。 しか し， わ た

しの思 い の ま ま に で は な く， み こ ころ

の ま ま に な さ って 下 さい 』。」(マ タイ

26：36-39)

「わ た しの思 い の ま ま に で は な く
，

み こ ころ の ま ま に な さ って 下 さい」 と

言 え る よ うに私 た ち が 心 の 用 意 を す る

こ とは， い か に大 切 で あ ろ うか。

さ らに近 代 の主 の言 葉 に耳 を傾 け よ

う。

「王 国 を与 え られ た るわ が教 会 の人

々 よ聴 け。 地 の礎 を据 え諸 々 の天 と天

の万 群 とを造 り， 生 きて 動 き実在 す る

す べ て の もの を造 りた る者 の言 を聴 き

て 耳 を傾 け よ。 ま た言 う， 死 の汝 らを

捕 え ざ る様 わ が言 を聴 け。 す な わ ち，

うか と過 す ひ と時 に夏 は過 ぎ去 り， 刈

り入 れ は終 りて汝 らは救 わ れ ざ る な

り。 御 父 と人 との仲 保 者 に して， ま た

御 父 の前 に と りな しを す る者 の言 に耳

を傾 け よ 。」(教 義 と聖 約45：1-3)

神 は生 き て お られ， 私 た ち の救 い主

イ エ ス ・キ リス トに よ り， イ エ ス ・キ

リス トを通 して ，私 た ち の祈 りを い つ

で も聞 い て答 え て下 さ る こ とを， 証 申

し上 げ る。 私 た ち は神 の教 え と戒 め に

従 う こと に よ り， 地 上 の 神 の王 国建 設

に貢 献 し， 神 の み 名 を あ が め る こ とが

で き る の で あ る。 そ の よ うに で き る こ

と を，イ エ ス ・キ リヌ トの御 名 に よ りへ

り くだ り祈 る もの で あ.る。 ア ー メ ン。
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末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会第144回 年次総大会におけ る説教

耳口主 壷
並1

第 二 副 管 長

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

愛 す る兄 弟姉 妹 の皆 様 ，私 は この 会

の 開 会 で な され た 主 の み た まを 求 め る

祈 り に， 国 籍 人種 の い か ん を 問 わず 皆

様 の力添 えを 願 う もの で あ る。 私 の話

の主 題 か ら， も し私 の話 に主 の み た ま

が 伴 わな か った な らば ， 言 葉 は空 を 打

つ無 益 な もの と な るか らで あ る。

末 日聖 徒 イ エス ・キ リス ト教 会 の信

仰 箇 条 第1条 に は， 「われ らは， 永 遠

の父 な る神 と，そ の御 子 イ エ ス ・キ リス

トと聖 霊 とを 信 ず 」 と言 われ て い る。

1年 前 の大 会 で は， 永 遠 の父 な る神

に つ いて 話 が あ っ た。 半 年 前 の大 会 の

テ 」一マ は， 神 の御 子 イ エ ス ・キ リス ト

で あ った。 そ して き ょ う， 私 た ち は聖

霊 に つ いて 神 よ り啓 示 され た幾 つ か の

真 理 を考 えて み よ う。

どの聖 典 も聖 霊 の こ とを 教 え て い

る。 聖 霊 は慰 め主 ， 神 の み た ま ，聖 き

み た ま， 真 理 の み た ま， あ るい は 主 の

み た ま と呼 ば れ る こ とが あ る。

そ れ らの聖 典 に よ れ ば ，聖 霊 は 一 個

の 御 方 で あ る。

予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は言 った 。

「御 父 は ，人 間 の有 す る肉体 と同 じ く

触 知 し得 る骨 肉 の体 を有 した も う。 御

子 もま た然 り。 され ど， 聖 霊 は骨 肉 の

体 を 有 ちた ま わ ず して 霊 の 御 方 な り。

…… 」(教 義 と聖 約130：22)

イエ ス は聖 霊 を 男 性 の 呼 び 名 で 呼 ば

れ た。 弟 子 た ち に向 か い ， この よ うに

言 わ れ た の で あ る。

「… … わ た しが 去 って 行 くこ と は;

あ な た が た の益 にな るの だ 。 わ た しが

去 って行 か な けれ ば ， あ な た が た の と

9こ ろ に助 け主 は こな いで あ ろ う
。 も し

行 けば ， それ(穣him)・ を あ な た が た

につ か わ そ う。」(ヨ ハ ネ16：7)

さ らに，

「… …真 鍾 の御 霊 が来 る時 に は ， あ

な た が た を あ らゆ る真 理 に導 い て くれ

るで あ ろ うげ そ れ(he)は 自分 か ら語 る

ので は な く， そ の(彼 のhe)聞 くと ころ

を語 り，，き'たるべ き事 を あな 允 が た に

知 らせ るで あ ろ う。 御 霊 は わ た しに栄

光 を得 させ るで あ ろ う。 わ た しの もの

を受 け て， そ れ を あな た が た に知 らせ

る か らで あ る 。」(ヨ パ ネ16r：13，14)』

「聖 霊 は御 自身 を 入 の 姿 が た ち に現

わ す こ とが お で きに な る」 と ジ'エー ム

ズ ・E・タル メ ぬ ジ博 士 は書 いて い るd

「それ は み た ま とニ ー フ ァイ との す ば

争レい出傘曜 弊 れる融 である・
そ め と き， み た ま は予 言 者 二 ニ ラ ナィ

に 姿 を 現 わ し， 希 望 や 信 仰 に つ い亡 質

問 を し， 神 の こ とに つ い て教 え ， 彼 と ・

顔 と顔 を 合 わせ て語 られ た。 ニ ー フ ァ

イ は こ う言 って い る。r私 は 「み た ま」

に， … …人 が人 に物 を言 う よ うに 話 し

た 。 それ.は 「み た ま 」 が 人 の 形 を して

居 た も うの を眼 の あ た り見 た か らで あ

る。，.しか しそれ で も私 は そ れ が .主 の
「み た ま」 で あち こ とを 知 って い た。 、

そ して 「み た ま」1も私 に 人 が 人 に物 を

言 うよ うに話 した も うた6』」(酬soo歓

7s6soπ 漉 θ11∂ 砂G加s'「 聖 霊 に 関

す る説 教 」N・B・ ラ ン ドウ ォー ル編

〔英 文：〕P.13)

愛 弟 子 ヨハ ネは言 った。 「天 に お い

て あ か しを す る方 が 御 三 方 お られ る。
ことば

御 父 と言 と聖 霊 とで あ る。 そ して とめ

御 三 方 は び とつ で あ る 。」(欽 定 訳1ヨ

ハ 禾5：7，8う 「二 致 す る」の は もち ろ

ん ， 御 父 と御 子 と聖 霊 が 思 い と目的 に

、お い て 一 致 す る こ とに ほ か な らな い。

御 三 方 に っ い て 予 言 者 ジ ョセ フ は言 っ

た ・三
}

∫ ∵"rの 御三万はひ とつである・言
し)撫えμば，御手方は万物を司るた

'ぐじ～な く偉大な至上の管理体を成 して

お'む，卸三方により万物が創造され;

・…・この御三方で神会が構成 さ'れてお

りデ この意味で御三方はひとつなので
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あ る6」・〈ブル ース6R.9マ ッ コ ン キ ー

諭7勉0π1)OC'7勿 θ「モル モ ン の教 義 ゴ

第 を 版 〔英 文 〕P.320よ り引 用)

神 会 の二 員 と して御 父 と御 子 とひ と

つ で あ る聖 霊 は， 御 父 と御 子 の よ うに

全 知 で あ られ る。 聖 霊 は 「事 物 の … …

知 識 」(教 義 と聖 約93：24)を 有 した

す べ て の真 理 を 理 解 す る。

キ リス トの 光 が 「神 の 前 よ りさ し出

でて広大なる宇宙に満ち充」つる(豫華1

と聖約88ご1乞)よ うに・聖霊φ影響力，

曝は同時に弟らゆ 筍場所に現われる6

「野 が…∵ くだった・ て難n・ ∫

15)憾撃 に灘 ：趣 て・(・レカ1：：・・

町 「肇 の賜甑(難2や8)裡
霊を受けよゴ!郭 ネ⑳⑫2)依 ≧

韓 とめ魂 デ短 蘇 鞭 理 紳自・，

脚'轄 ζ亜裡 即 言融 ま瑚"

も☆!駒紡 鞠 や 鱗 を雛 ：磨

霧3轡轡壁 磨1
・.聖霊哩 黙 聯 ⑳ とづ1ま1『r鰍、1・

岬 ：畢 欝 雛 ζ寧 る訳 使がア ，
ダみに・譜：うだあφ日，アダムが捧げた・

犠 牲 は 「御 父 の生 み た も う… … た だ 独

りの御 子 が犠 牲 とな りた も うこ との ひ

な が た な り」'と告 げ られ ， ・「聖 霊 ア ダ

ムに下 りて 」'御父 と御 子 の 証 を した の

で あ.る6・(モ ー セ5;7，9)

イ エ ス が バ プテ ス マを 受 け られ た と

き，聖 霊 は 「は と の よ うに下 って 」(マ

タイ3：'16)キ リス トの神 性 を証 した 。

イ エ ス は キ リス トで あ る と'知った人

は ，.皆そ の 証 を 聖 霊 か ら受 けて い る。

パ ウ 仁は コ リン ト人 へ 宛 て て こ う書 い

た 。

，fそこで プ、あ な た が た に言 って お く

が 。'神の 霊 に よ ろて 語 る者 は だれ も…

・・聖 霊 に よ らな けれ ば
， ：一 パ 『イ ニ ス

は主 で あ る』 と言 う ことが で き な い 。」

(と]リ こイート12：3)'：'一'ご!ン ニ1

!fエ ス は， 「あ な た こそ， 生 け る神

の子 キ リス トで す 」 と い うペ テ ロの言

葉 に答 えて 次 の よ うに言 わ れ た と き，

そ の こ とを 意 味 され た の で あ る。

「「バ ル ヨ ナ ・シ モ ン
， あ な た は さ い

わ い で あ る。 あ な兜 に この事 を あ らわ

問 うな らば ， 神 は聖 霊 の力 に よ って こ

の 記 録 が 確 な もの で あ る こ とを あな た

た ちに 示 した も うに ちが い な い 。」(モ

ロナ イ10：3，4)

そ して そ の あ と に， 大 き な約 束 を 加

え て い る。

した の は，血 肉 で は な く.，天 に い ま す わ
ノ

た しの父 で あ る。」(マ タ・f16：16，17)

聖 霊 は御 父 と御 子 の 神 性 を 証 す る だ

け で な く， 真 理 ， 特 に福 音 の真 理 を証

す る。'

モ 戸 ナ イ は書 い て い る。 「… …私 は

あ な た た ちに す す め た い6あ な た た ち

は この記 録 を読 む 時 に， … … それ が真

実 な もの か ど うか を キ リ ス トの御 名 に

よ って 永 遠 の 父 な る神 に問 え。 もし誠

心誠 意 で そ の 上 キ リス トを信 じな が ら

「そして聖霊の力によって一切の事

の事実であるかどうかがあなたたちに

解る。」(モ ロナイ10：5)

何千何万の人がこのチャレンジを試

し，その後聖霊の力によって記録が真

実であることを証 している。

聖霊は真理を証されるだけでな く，

真理を啓示し，教える御方でもある。

救い主は弟子たちに， 「もしあなた

がたがわたしを愛するな らば，わたし

のいましめを守るべきである」と言わ
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れ た。

「わ た しは父 に お願 い し よ う。 そ う

す れ ば， 父 は 別 に助 け主 を送 って … …

す な わ ち， … …聖 霊 は ， あ な た が た に

す べ て の こ とを教 え ， ま た わ た しが話

して お い た こ とを， こ と ご と く思 い起

こ させ るで あ ろ う。」(ヨ ハ ネ14：16，

26)

「あ な た が た が会 堂 や役 人 や 高 官 の

前 へ ひ っぱ られ て行 った場 合 に は ， 何

を弁 明 し よ うか ，何 を言 お うか と心 配

しな いが よい 。言 うべ き こ と は， 聖 霊

が その 時 に教 え て くだ さ る か ら で あ

る 。」(ル カ12：11，12)

パ ウ ロ は コ リン ト人 に宛 て て 書 い

た。

「と こ ろが
， わ た し た ちが 受 け た の

は， この 世 の 霊 で は な く， 神 か らの霊

で あ る。 それ に よ って ， 神 か ら賜 わ っ

た恵 み を悟 る た めで あ る。 この賜 物 に

つ いて 語 る に も， わ た した ち は人 間 の

知 恵 が 教 え る言 葉 を 用 い な い で， 御 霊

の教 え る言 葉 を用 い， 霊 に よ って霊 の

こ とを解 釈 す る の で あ る 。」(1コ リ ン

ト2：12，13)

私 た ち に聖 典 が あ る の は聖 霊 の お か

げ で あ る。 聖 霊 は そ の 中 の 真理 の 福 音

を啓 示 した ば か りか ，予 言 者 た ちに 予

言 の み た ま も与 え られ た 。

ペ テ ロは言 った 。 「聖書 の預 言 はす

べ て ， 自分勝 手 に解 釈 す べ きで な い …

・。 な ぜ な ら，預 言 は決 して 人 間 の 意

志 か ら出 た もの で は な く， 人 々 が 聖 霊

に感 じ， 神 に よ って語 った もの だ か ら

で あ る 。」(皿 ペ テ ロ1：20，21)

記録 に は ， は じめ に 「… … 聖 霊 ア ダ

ム に下 りて … … ア ダ ム神 を讃 め て 『み

た ま」 に 満 た され ， この 世 に あ るす べ

て の 巻 族 に就 き予言 し始 め て 言 い け る

は 一 ・・」(モ ー セ5：9，10)と あ る。

い つ の 時 代 もそ うで あ る。 ル カ は，
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バ プテ ス マ の ヨハ ネの 父 ザ カ リヤが ，

「聖 霊 に満 た され ，預 言 して 言 っ た …

…」(ル カ1：67)と 記 して い る。

この末 日の 神権i時代 の 主 の 約 束 ， す

な わ ち 「神 は … ・・聖 霊 の言 い尽 し難 き

賜 に よ りて … …知 識 を 汝 らに 与 え た ま

わ ん」(教 義 と聖 約121：26)と い う言

葉 は， ど の よ うに して そ の言 い尽 し難

テ ス マ を受 け て い た だ け で ， 聖 霊 は ま

だ だれ に も下 って い な か った か らで あ

る。 そ こで ， ふ た りが 手 を 彼 らの 上 に

お い た と ころ ，彼 らは 聖 霊 を 受 けた 。」

(使 徒8：14-17)

パ ウ ロが エ ペ ソに 来 て ， あ る弟 子 た

ち に 出 会 った と き， 「彼 らに 『あな た

が た は ， 信 仰 に は い っ た時 に， 聖 霊 を

き賜 が 与 え られ るの か ， と い う疑 問 を

提 訴 す る。

所 定 の 方 法 は， 主 イ エ ス ・キ リス ト

を 信 じる信 仰 ， 罪 の 悔 い 改 め ， 罪 の赦

しの た め に 水 に沈 め られ るバ プ テ ス マ

とそ れ に 引 き続 く按 手 礼 で あ る。

使徒 の教 会 に あ って も， こ の方 法 に

従 い 聖 霊 が 授 け られ た 。

「エル サ レム に い る使 徒 た ち は， サ

マ リヤ の人 々が ， 神 の言 を受 け入 れ た

と聞 い て ， ペ テ ロ と ヨハ ネと を， そ こ

に つ か わ した 。 ふ た りは サ マ リヤ に下

って行 って ， み ん な が 聖 霊 を 受 け る よ

うに と， 彼 らの た め に祈 っ た。 それ は

彼 らは た だ主 イ エ ス の名 に よ って バ プ

受 け た の か 』 と尋 ね た と こ ろ， 『い い

え， 聖 霊 な る もの が あ る こ と さ え， 聞

い た こ とが あ りま せ ん』と答 え た 。『で

は， だ れ の 名 に よ って バ プ テ ス マ を受

け た の か 』 と彼 が き くと， 彼 らは 『ヨ

ハ ネの 名 に よ るバ プ テ ス マを 受 け ま し

た』と答 え た 。 そ こで パ ウ ロが言 った，

『ヨハ ネは悔 改 め の バ プ テス マを 授 け

たが ， それ に よ って ， 自分 の あ と に来

るか た， す な わ ち， イ エ ス を 信 じ る よ

う に， 人 々 に勧 め た の で あ る』。 人 々

は これ を 聞 いて ， 主 イ エ ス の 名 に よ る

バ プ テ ス マ を受 け た。 そ して ， パ ウ ロ

が 彼 らの 上 に手 を お くと， 聖 霊 が彼 ら

に くだ り， そ れ か ら彼 らは異 言 を語 っ



たり，預言をしたりし出した。」(使 徒

19：2-6)

主はこの末の世の教会の長老たちの

義務を述べた中で，1「バプテスマを受

けて教会に入 りたる者に，聖典の示す

ところ に則 り，火 と聖霊 とのバプテス

マを受 くる按手を施 して教会員たるこ

とを確認 し」(教 義と聖約20：41>と

言われた。

また伝道の業に数人の兄弟を召 した

ときには， こう言われ鵡

「……われ汝 らに一つの 誠 命 を 与

う。汝 らこの民に中に行 き，その名を

ペテロと言いし古えのわが使徒が言い

し如 くこの民に言 うべし。

『……主イエスの御名を信ぜよ。罪

を赦 さるるために聖 き誠命に従い，悔

い改めてイエス ・判 ス トの御名によ

りてバプテスマを受けよ。而 して何入

にて もか くする者は， この教会の長老

の按手によりて聖霊の賜を受 くべし』

と。」(教義 と聖約49：11-14)

聖霊の賜 とは，その人が神の戒あに

律うている限 り与えられるみたまの導

きと教化と交わり，また聖 きみたまの

影響を受ける権利のことである。

聖霊の賜を受けることの大切 さは言

い尽 くせない。それは， ヨハネの言 う

火のバプテスマであり(ル カ3：16参

照)，イエスがニコデモに語 られた霊に

よる誕生である。

「よくよくあなたに言 ってお く。だ

れでも，水と霊とか ら生れなければ，

神の国にはいることはできないρ」(ヨ

ハネ3：5)

聖霊を受けること1ま，、罪に悩む魂を

いやし，赦 しを生 じさせる療法である。

キ リス トの教会を他のすべての教会

および宗教と区別する目印は，教会員

が受ける聖霊の賜である。

それはまた，末日聖徒イエス ・キリ

ス ト教会を他のすべての組織，団体と

区別するものでもある。

予言者ジョセフ ・ス ミスとエライヤ

ス ・ヒグピーは1839年 に，バン ・ビュ

ーレン大統領との会見後，ワシン トン

D・C・ か らハイラム ・ス ミスに手紙を

送 った。その中にこう書かれている。

「会見の中で，大統領に現在の他の

宗教と私たちの宗教の違いはどこかと

質問された。ジョセブ兄弟はバプテス

マの様式と按手による聖霊の賜が違 う

と言 った。私たちは，他の事柄は皆聖

霊の賜に包含されたと思っている…」

(Doo"勉 θ勿α7ツ研s'07ツ(ゾ 漉θC伽7一

腕 「教会歴史記録」第4巻 〔英文〕P.

42)

それはそのはず，聖霊は啓示者だか

らである。聖霊の賜は「……啓示の「み

たま』なり。……これはモーセがイス

ラエルの人々をして乾 ける土を踏みて

紅海を渡 らせ これを導きし 『みたま』

なり。」(教 義と聖約8：3)と ，主は

言われた。 一

神が生 きておられ，御子イエス ・キ

リメ トは私たちの救い主，瞭い主で，

キリス トの福音は救いの計画，永遠の

生命への道であり，末 日聖徒イエス・キ

リス ト教会はキ リス トの教会で，福音

を宣べかつ救いの儀式を執 り行なうた

あの権能を持ち，教会はそこから活力

と力 と権威を受けているという証 は，

聖霊から教会員個人に与えられる。

愛する兄弟姉妹，友人の方々，国籍

人種のいかんを問わずあらゆる皆様方

に，私が これまでお話 してきたすべて

のことが真実であると，証申し上げる。

聖霊は私に，それが真実であると啓

示された。神は生きておられること，

私たちは神の子供であること，キ リス

トは生 きておられること，その福音は

真実であり，末日聖徒イエス ・キ リス

ト教会はイエス，・キ リス トの教会であ

ること，スペンサー ・W・ キンボール

大管長は主の教会を管理するため主よ

り召された予言者であること，聖霊は

すべてのことを啓示 し，証 する御方で

あること，そして私たちは皆モロナイ

の言うように聖霊の力によって 「一切

の事の真実であるかどうか」がわかる

こと(モ ロナイ10：5)を ，私は聖霊

の力により，知っている。

私は真心か らへりくだ り，皆様方が

主イエス ・キリス トを信 じて，悔い改

め，主の御名によりバプテスマを受け，

主の教会の長老たちの手によりこの言

い尽 くし難き聖霊の賜を受けられるよ

う ，そしてその後，聖霊の導きに従う

ようにとお勧めする。

そうする人は，救い主が来られると

きに救い主にまみえる備えをすること

になるのである。主はこう言われたか

らである。

「わが栄光をもて来るその日に，十

人の処女につきてわが語 りしたとえは

成就すべし。賢 くして真理を受け入れ

聖霊の導 きに従い騙されざりし者は，

誠にわれ汝 らに告 ぐ，彼らは伐られて

火に投げ入れらるることな くその日に

堪 うるべし。地はゆずりとして彼らに

与えられ，彼 らは殖え満ちて強 くなり，

その子孫 らは罪を犯すことな く育 ちて

救いに入らん。主は彼 らの中に在りて

その栄光は彼 らの上に輝 き，主は彼ら

の王にして立法者たるべし。」(教 義と

聖約45：56-59)

私たちすべての者が聖きみたまの導

きに従 って，その大いなる日に 「堪う

る」備えをなさんことを，イエス ・キ

リス トのみ名により，へりくだり祈 る

次第である。アーメン。，
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新 伝 道 部 長 を お 迎 え して

全世 界におけ る教 会の発 展は 目ざま しい ものが あ ります。 日本 に

おいて も,今 年7月 よ りウォル ター･繁 雄･照 屋部長の もと,日 本

仙台伝道部 が新設 され,6.つ の伝道部 と2つ の ステー キ部で管理 さ

れ ることにな.りま した。 また,.日 本伝道部の アポ伝道部長,日 本 中

央伝道部 の清水伝道部 長のお二人 ぽ,3年 間の任期を終 えて帰 国さ

れ,新 たに,ラ ルフ･昇･士 野 日本東京伝道部長,赤 木健二 日本神

戸伝道部長を お迎 え してい ます。(従 来 の 日本 東伝道 部は,日 本札

幌伝道部 と日本仙台伝道部 に2分 されま した。)

そこで,三 人の新伝道部長 よ り改宗談 をお寄 せいただ きま したの

で ご紹介 し起い と思います。

■日本東京伝道部

伝道部長

ラ ル フ･昇･士 野

響1灘
慧 轟･趨 鋤

叢験

鞭薫
畢
嚢

　鐙
欝

糞

愛する兄弟姉妹の皆様

私は妻と共に日本伝道部を管理する召 しを受け,非 常な光

栄を感 じております。私共の弱点や不完全な点を考え,恐 れ

おのの く思いでこの召しを受けました。けれども一方では,

これは予言者からの直接の召しですので,主 が共にいて主の

業を成 し遂げることができるよう助けて下 さると信 じ,い く

ばくか心安 らいでおります。

,私 たちは先祖⑱地で働 くζいう初めての体験 に胸をおどら
せています。過去数年間,総 大会に出席するため,ソ ル トレ
ークシティーを訪れた日本の指導者や会員の方々と親 しく交

わる機会がありま した。特に多 くの方々が私の管理 しており

ました第一ブランチを訪れて下さいました。

私たちは再び親交を新たにし,主の業を成 し遂げるために,

心と思いと力を尽 くして皆様と働きたいと思 っております。

実に,一致の中に真の力があり,私たちは消極的な考え,陰 口,

噂,主 の油注がれた者への悪口を棄てるならば,一 致をもた

らすことができ,さ らに天父は私たちの心を満たし,神 の王

国にあって永遠の生命と昇栄を得ることができるよう助けて

下さいます。永遠の生命を得る方法はひとつ しか あ りま せ

ん。それは私利私欲を捨て,神 の栄光のみに目を向けて,隣･

人に奉仕することです。私たちの短い人生の間に,神 の王国

の建設を手伝 うためになすべきことはた くさんあります。

私 は皆 様 と一 層親 し くな る ことが で きる よ うに,簡 単 に私

の改 宗 の 次 第 を お話 した い と思 い ます 。 私 は1923年2月11日

に ハ ワイ で生 れ ま した。』両 親.は熊 本 県 の 出身 で,ハ ワイ､へ移

民 しま した。 私 は 仏 教 思 想 の もと に育 ち,祈 りの木 切 さを学

び ま した。

末 月聖 徒 純 エ ス･キ リス ト教 会 は ハ'ワイ に も し っか り と根

を お ろ して い ま した が,日 本 人 に 福 音 が 伝 え ら れ た の は,

1939年 に な1って か らで した 。 私 は1940年 に宣 教 師 か ら教 会 に

つ い て 初 あて 聞 き,バ プ テ ス マ を 受 け た ゐ は194乞年 の2月 で

す 。 当時,家 族 の 中 で バ プ テス マ を 受 けた の は私 ひ ど りで し

た 。 私 はバ プ テ ス マ を受 け る前 に,ジ ョセ ブ･ス ミス の証 が

本 当 か ど うか 確 信 を 得 た い と思 い,熱 心 に勉 強 しま た 祈 りま

した 。 そ して モ ロ ナ イ書10章 の聖 句 を読 ん だ と き,本 当 に知

る た め には,チ ャ レン ジ して,こ れ や力項 実 か ご うか 神 こ尋

ね求 め る しか な い と思 い そ れ を 行 な お うと決 心 し ま した。 間

もな く私 は胸 の 内 に強 い,･燃 え る よ うな 確 信 を得 ま した。 す

な わ ち,私 が 尋 ね求 め た 事 柄 は真 実 で あ り,ジ ョセ ブ｣ス ミ

ス は 本 当 に天 よ りの御 方 を 見,言 葉 を交 わ し,.彼 は ア ロ ン神

権 と メル ケ ゼデ ク神権 を 受 け,神 の 権 能 に よ って 完 全 な永 遠

の 福 音 を 持 つ 教 会 を設 立 しま.した。 私 た ち は ζ の 証 を 携 え

て,ま だ救 い の お とず れ を茸 に して い な い 人 々 に, ､真 理 を宣

べ 伝 え る た め に皆 様 の も とへ ま い りま す 。

私 は1944年 に ハ ワ イ の 日本 人 伝 道 蔀 で 宣教 師 と して 働 い た

経 験 が あ り ます 。 トモ ス エ･ア ポ伝 道 部 長 と同期 で した 。 私

は ア ポ部 長 を 非 常 に尊 敬 し,愛 して お ります6同 僚 だ った こ

と も あ り,教 会 で 多 くの経 験 を一 緒 に しま した。 ぞ .して これ

らす べ て が,私 の 信 仰 と証 を強 あて くれ ま した。

私は人に不死不滅 と永遠の生命ζをもたらす一肺をなすた

めに･神 の王国で奉仕の業につ ≦ζと幽ゆできるこζを天父に

感謝 しております。そしてこれが私たちの行 き着 く目標 とな

るよう心から祈 り,イ エス1キ リス トのみ名により申し上げ

ます。アーメン。

■日本神戸伝道部

伝道部長

赤 木 健 二

私が初めて宣教師に会ったのは1940年,､私 が15歳 のときで

レた。当晦 父に先立たれた母にひとりで4人 の 子･供 を抱
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｢も は や 見知 らぬ人 で は な く
,神 の 家 族 な の で あ る｣を テ

ー マ に
,メ ル ケゼ デ ク神 権MIA大 会 が7月4日 か ら3日 間,

福 島 県 の 裏 磐 梯 で 開 か れ ま した。 日本 各 地 か ら集 った約350

名 の ヤ ン グ ア ダル ト,ス ペ シ ャル イ ン タ レス トは,あ い に く

の雨 に も めげ ず ハ イ キ ング や サ イ ク リン グで,高 原 の初 夏 を

楽 しみ ま した。

7月4日,第1日 目 の夜 は,10～12名 の グ ル ー プ に分 か れ

て の家 庭 の夕 べ 。 互 い の郷 土 の絵 は が きな どを紹 介 して,自

然 の美 し さ と,創 造 主 の偉 大 さを た た え 合 う と共 に,各 グ ル

ープ と も本 当 の家 族 の よ うな きず な で 結 ば れ る こ とが で き ま
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した。

2日 目。 昨 日の雨 で閉 じ込 め られ た気 持 が ど う して もお さ

ま りませ ん。 少 しの晴 れ 間 を ぬ って,ハ イ キ ン グや 湖 上 遊 覧

へ と出 か け た り,午 後 か らは ダ ンス や 音 楽 や タ レン トシ ョー

な ど,そ れ ぞれ に楽 しい ひ と と きで した。 夜 は キ ャン ドル サ

ー ビス とゲ ー ム大 会 。 お ごそ か な 中 で の キ ャン ド ル サ ー ビ

ス。 そ して伝 道 ゲ ー ムは,私 た ち に思 わぬ 収 穫 を もた ら して

くれ た の で す。

3日 目。2日 間 降 り続 い た雨 もよ うや く上 が りま した 。 イ

ン ス テ ィチ ュ ー トの教 師 な ど先 輩 指 導 者 を 囲 ん で の セ ミナ ー
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